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学
内
の
研
究
学
習
会
で
、

障
害
を
持
つ
人
び
と
が
大
学

で
学
ん
だ
と
き
の
話
を
聞
く

機
会
を
得
た
。
周
囲
の
学
生

・
職
員
・
教
員
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
に
よ
っ
て
大
学
で
の
勉

学
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
た
人

も
、
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
こ

と
を
言
い
出
せ
ず
に
不
便
や

不
明
な
こ
と
を
放
置
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
人
も
い
た
▼

他
大
学
の
障
害
者
学
生
支
援

室
に
勤
め
る
人
に
こ
ん
な
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
支

援
室
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
相
談

に
訪
れ
る
人
が
格
段
に
増
え

た
そ
う
だ
。
相
談
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う
側

面
は
も
ち
ろ
ん
大
き
い
▼
た

だ
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
困
っ

て
い
る
本
人
が
相
談
し
て
い

い
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
重
要
だ
。
大
学

の
構
成
員
で
あ
る
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
相
談
し
て
も

い
い
の
だ
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
」
を
心
が
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
▼

い
わ
ゆ
る
健
常
者
の
学
生
で

あ
っ
て
も
話
は
同
じ
だ
。
勉

強
を
し
て
い
く
上
で
、
乗
り

越
え
に
く
い
課
題
に
誰
も
が

ぶ
つ
か
る
瞬
間
が
あ
る
。
そ

れ
を
ご
ま
か
し
て
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
教
員
で
も
友
人
で
も
い

い
か
ら
相
談
し
て
み
て
ほ
し

い
▼
互
い
に
気
軽
に
相
談
し

あ
え
る
場
に
な
る
こ
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
も
つ
人

が
集
う
大
学
に
と
っ
て
、
と

て
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。

（
守

如
子
）
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大
学
人
事
・
新
役
職
者
紹
介
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�
面
…
新
た
に
４
大
学
と
交
流
協
定
を
締
結

��
〜面
…
特
集

平
成
２０
年
度
学
校
法
人

関
西
大
学
予
算
に
つ
い
て

�
面
…
特
集

平
成
２０
年
度
版
行
動
計
画
に
つ
い
て

４
・
９
面

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー活用

ガ
イ
ド

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
進
路
選
択
を

多
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
回
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

１２
面

総
合
関
関
戦こ

の
選
手
に
注
目
�

第
３１
回
と
な
る
伝
統
の
「
総
合
関
関
戦
」。
こ
れ
ま
で
の
通
算
成

績
は
１５
勝
１４
敗
と
本
学
が
一
歩
リ
ー
ド
。「
こ
の
選
手
に
注
目
」
し

て
、
ぜ
ひ
声
援
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

３
面

社
会
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「
学
校
法
人
関
西
大
学
危
機
管
理
規
程
」
の
制
定
を
機
に
「
社

会
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
４
月
２６
日
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
約
６００
人
が
参
加
し
た
。

「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（いわゆる
裁判員法）が２００４年５月に成立し、附則で５年以内の実
施を定めていたので、この制度が具体的に動き出すまで
１年を切ることとなった。その準備として、本年夏以
降、都道府県庁所在地に北海道の旭川、釧路、函館を加
えた全国５０カ所の地方裁判所管内の市町村選挙管理委員
会で、それぞれ有権者名簿からクジ引きによる次年度用
裁判員候補者名簿の作成が始まり、本年暮れまでには、
来年５月以降の事件に対応できるよう、候補者への調査
票の送付回収が行われる。
裁判員制度は、内閣に設置された「司法制度改革審議
会」が、就任間もない小泉首相に２００１年６月に提出した
「意見書」において、法曹を質量ともに豊かにするため
の法科大学院の設立等と並んで、「国民が訴訟手続に参加
する制度の導入」を提唱したことに起因する。今後は、
殺人、強盗致死傷、傷害致死、危険運転致死、現住建造
物放火等の重大犯罪に対し、原則として裁判官３名と裁
判員６名が、合議によって事実認定だけでなく刑罰量定
をも行う。専門職裁判官にのみ委ねられ、堅苦しさや近
寄り難さを免れなかった刑事裁判を、一般有権者の声を
反映させた分かり易いものに改善すると同時に、国家の
刑罰権発動への参加によって、有権者自身の責任の自覚
と視野の拡大を促すねらいもある、とされている。
憲法研究者である筆者は、公判審理の短期集中開催、
書面の簡素化と口頭の重視、あるいは遺族や被害者の法
廷参加によって罪状を判定される被告人の立場にも、ほ

とんど拒否できずに出頭義務や評議義務、さらには職務
を終えた後まで守秘義務を課される有権者の立場にも、
なお詰め直されるべき制度的問題点が憲法諸規定に照ら
して多く残されている、と考えている。が、それでもな
お、このような制度の導入は、日本の民主制のあり方
を、司馬�太郎のいう「この国のかたち」を、より良き
ものにする可能性を大きく秘めている、ともいえよう。
実は、あまり知られていないが、本学が法律学校とし
て発足するにあたって多大な影響を及ぼした仏法学者ボ
アソナードは、治罪法（刑事
訴訟法）の原案提起にあたっ
て英米の陪審制の導入を提唱
していた。同じく、本学の創
立に大きく貢献した児島惟謙
は、自由民権思想を共有し、
「大津事件」の困難の一原因
は帝国議会の立法権発動の不
備にあったとし、肥前の江藤
新平や大隈重信、同郷宇和島の穂積陳重や土居通夫との
親交をも背景として帝国議会議員となり、ちょうど１００年
前の１９０８年７月に貴族院議員の立場で死去している（年
史資料展示室にて記念展を開催中）。その１０年後には大阪
毎日新聞社長を経た平民の原敬が首相に就任し、大正デ
モクラシーを背景とする「陪審法」の成立に力を及ぼす
こととなるのである。 （法学部教授）
（裁判所の写真は山形地方裁判所提供）

児島惟謙像
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集
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大
学
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ト
ピ
ッ
ク
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大
学�
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学位取得�

新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決
ま
り
、
四
月

一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
た
。

新
し
く
発
足
し
た
心
理
学
研
究
科
に
初
代
科

長
が
誕
生
し
た
。
田
中
俊
也
教
授
は
、
学
生
指

導
に
お
い
て
も
学
部
運
営
に
お
い
て
も
、
な
す

べ
き
課
題
を
前
に
し
て
常
に
誠
実
に
向
き
合
っ

て
き
た
。
周
囲
の
信
頼
が
篤
く
沈
着
冷
静
な
教

授
が
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
仕
込
み
の
美
声
で
遅
速

心
地
よ
い
テ
ン
ポ
で
語
る
と
き
、
そ
の
細
部
を

お
ろ
そ
か
に
せ
ず
本
筋
を
外
れ
る
こ
と
の
な
い

説
明
と
説
得
に
、
聞
き
手
は
肯
く
以
外
に
な

い
。
こ
れ
か
ら
新
研
究
科
を
ま
と
め
あ
げ
、
続

い
て
「
心
理
臨
床
学
専
攻
（
専
門
職
学
位
課

程
）」
を
増
設
す
る
大
事
な
時
期
に
、
そ
の
舵
取

り
を
任
す
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
。

心
理
学
徒
と
し
て
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果

を
着
実
に
あ
げ
る
と
と
も
に
、
近
年
は
ｅ
―
ラ

ー
ニ
ン
グ
、
初
年
次
教
育
、
高
大
連
携
に
も
情

熱
的
に
取
り
組
み
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

新
学
生
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
し
た
笹
倉
淳

史
教
授
は
、
本
学
大
学
院
商
学
研
究
科
を
修
了

し
た
後
、
関
西
女
学
院
短
大
を
経
て
、
本
学
商

学
部
に
着
任
し
た
。

本
学
会
計
学
の
継
承
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、
専
門
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
国
際

会
計
領
域
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
近
年
、
国

際
的
に
会
計
基
準
の
収
斂
が
加
速
し
、
そ
れ
に

向
け
た
議
論
の
積
み
重
ね
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
研
究
学
会
の
常
任

理
事
と
し
て
査
読
論
文
の
編
集
に
携
わ
り
学
会

発
展
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

本
学
で
は
商
学
部
長
代
理
な
ど
を
歴
任
す
る

一
方
で
、
学
生
に
対
す
る
親
身
な
指
導
に
は
定

評
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

顧
問
も
務
め
、
学
生
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解

が
深
い
。
温
柔
敦
厚
な
人
柄
で
、
関
大
生
の
た

め
に
情
熱
を
捧
げ
ら
れ
る
最
適
任
者
で
あ
る
。

社
会
学
部
教
授
。専
門
は
計
量
心
理
学
で
、多

変
量
解
析
法
を
駆
使
し
て
の
心
理
テ
ス
ト
の
理

論
的
解
明
と
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診
断
法
を
研

究
し
て
い
る
。

本
学
の
情
報
化
が「
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
」
そ

の
後
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
Ｉ
Ｔ
）
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
発
展
し
て
い
く

中
、副
所
長
、所
長
を
歴
任
し
、
そ
の
情
報
化
の

最
先
端
で
大
き
な
役
割
を
担
い
続
け
て
来
た
。

所
長
就
任
時
に
は
、
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
と
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
利
用
環
境
の

整
備
、
通
信
衛
星
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
。
平
成
十
六
年
に
は
、「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
」
の
接
続
拠
点
選
定
に
尽
力
し
、
本
学
に

お
け
る
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
幕
を
開

い
た
。
今
期
も
、
新
し
い
世
紀
の
「
Ｉ
Ｔ
に
強

い
関
西
大
学
」
の
牽
引
役
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

▼
大
学
院

▽
心
理
学
研
究
科

研
究
科
長

文
学
部
教
授

田
中

俊
也

副
研
究
科
長

社
会
学
部
教
授

土
田

昭
司

来
住
哲
二
名
誉
教
授

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

昭
和
二
十

五
年
三
月
関

西
大
学
経
済

学
部
卒
業

後
、
二
十
九
年
七
月
本
学
商
学

部
助
手
に
就
任
。
四
十
三
年
か

ら
教
授
。
平
成
十
年
三
月
定
年

退
職
、
同
年
四
月
名
誉
教
授
。

教
学
部
長
、
商
学
部
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。
専
門
は
、
貿
易

業
務
論
。
著
書
『
基
本
貿
易
実

務
』
は
、
貿
易
業
界
各
層
の
幅

広
い
支
持
を
得
て
お
り
、
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。学位記授与式が、３月２２日

に関西大学会館４階大集会室
で行われ、次の４７氏に関西大
学から学位が授与された。
被授与者の学位および博士

論文名は次のとおり。

【課程博士３４人】
○小林 直三／博士（法学）
「プライヴァシー権の概念化と妊
娠中絶の自由に関する考察」
○住屋 和子／博士（文学）
「Jane Austenの笑い ―登場人
物の笑いから Austen の笑いへ
―」
○秀野 作次郎／博士（文学）
「イメージ・スキーマ的表現にお
ける家族的類似性・規則・再解
釈」
○瀬戸 祐規／博士（文学）
「室町・戦国・近世軍記の基礎的
研究」
○陳 贇／博士（文学）
「日本語における漢語語彙の史的
研究」
○小椋 章浩／博士（文学）
「僧肇の哲学」
○黄 �求／博士（文学）
「『一覧図』の美術史的研究」
○豊山 亜希／博士（文学）
「The Patterning of Landscape
and Ideology:A Study of
BuddhistRockCutMonasteries
In the Early Historic Western
Deccan」
○芳之内 圭／博士（文学）
「平安時代宮中所々の研究 ―朝
廷調度調達機構を中心に―」
○内田 �哉／博士（文学）
「聖徳太子信仰の研究」
○羽生 和子／博士（文学）
「江戸時代における唐薬受容の研
究」
○田中 辰宜／博士（文学）
「義和団事件期における救済善会
の研究」
○溝井 裕一／博士（文学）
「ファウスト伝説 ―近代におけ
る『魔法使い』像の形成と変容」
○山田 明広／博士（文学）
「道教斎儀の研究」
○岡本 訓明／博士（文学）
「近代日本の歴史的都市における
街路と都市構造の研究」
○三宅 麻希／博士（文学）
「体験過程と心理療法についての
一考察―体験過程スケールによる
面接過程の評定と体験過程促進的
な応答について―」
○河村 夏代／博士（文学）
「教師の否定的感情の意義と活用
―カウンセリングを教育活動に生
かす試み―」
○村上 雅俊／博士（経済学）
「アメリカの標準生計費・連邦貧
困基準と Working Poor の研
究」
○宇都宮 浩司／博士（経済学）
「１９世紀カナダ交通網の形成と展
開 ―カナダ太平洋鉄道会社（Ｃ
ＰＲ）の事例を中心にして―」
○� 炳�／博士（商学）
「韓国における鉄道産業の発展と
安全確保に関する研究」
○梅津 倫子／博士（社会学）
「衝突事態における知覚 ―実験
研究によって示された知覚の諸相
―」
○影戸 誠／博士（情報学）
「An International Collaborative

P r o j e c t B a s e d o n t h e
Construct iv ist Lea rn ing
Theory :A Case Study on
C o l l a b o r a t i v e E n g l i s h
Presentations」
○杉町 敏之／博士（情報学）
「デジタル動画像を用いた３次元
モデル創出に関する研究」
○築山 勲／博士（情報学）
「広域災害における復旧戦略と予
防対策に関する研究」
○長尾 尚／博士（情報学）
「知識社会における教師教育モデ
ルのデザイン」
○荒木 貞夫／博士（工学）
「無機膜の調製と分離特性」
○郡 慎平／博士（工学）
「局所血流速測定用光ファイバー
ＬＤＶセンサーの開発」
○	橋 俊行／博士（工学）
「コアレス同期発電機の提案・試
作とその応用」
○名切 卓男／博士（工学）
「環境対応材料ポリ乳酸を絶縁材
料に使用した電線の開発について
の基礎的研究」
○伊藤 誉／博士（工学）
「生体用チタン材料の設計開発と
表面改質による高機能化」
○長濱 宏治／博士（工学）
「Design of Polylactide�Based
Hydrogels as Biodegradable
Soft�Biomaterials」
○平井 成尚／博士（工学）
「Development of Innovative
Catalytic Method for Aerobic
Oxidation of Methylbenzenes
U s i n g C a r b o n R a d i c a l
Producing Catalysts」
○山口 高広／博士（工学）
「利他的価値を考慮した社会基盤
施設整備評価に関する研究」
○佐藤 伸吾／博士（工学）
「Study on simulation methods
of low�dimensional carrier
transport for ultra�small
device analysis」

【論文博士１３人】
○西山 正容／博士（文学）
「一人旅のハムレット」
○干井 洋一／博士（文学）
「ダニエル・デフォー研究―文学
理論と作品研究」
○岸本 一宏／博士（文学）
「弥生墳丘墓の研究」
○西川 卓志／博士（文学）
「弥生時代集落の地域的展開と生
活文化の変容に関する考古学的研
究」
○吉田 晶子／博士（文学）
「伝統的鋳造技術と鋳物業の研究」
○王 順洪／博士（文学）
「日本人
�学�研究」
○日下 恒夫／博士（文学）
「北京語と老舎の総合的研究」
○大澤 穂高／博士（工学）
「慣性静電閉じ込め核融合装置の
放電特性に関する研究」
○山際 孝幸／博士（工学）
「操作能からみたモバイル機器の
状況適応性の研究」
○村岡 基／博士（工学）
「環境に配慮した合流式下水道越
流システムの制御と下水管きょ更
生工法の社会経済評価」
○佐久間 尚幸／博士（工学）
「アルミニウムおよびアルミニウ
ム合金圧延板の各種材料特性の異
方性に関する基礎的研究」
○長尾 敏光／博士（工学）
「環境調和型めっき技術の開発に
関する研究」
○西内 滋典／博士（工学）
「ステンレス球状炭化物鋳鉄の開
発に関する研究」

本
年
四
月
一
日
付
け
で
名
誉

教
授
の
称
号
が
次
の
十
一
氏
に

授
与
さ
れ
た
。

法
学
部

池
田

敏
雄

文
学
部

上
村

哲
彦

〃

田
中

欣
和

〃

長
谷
川
存
古

〃

平
田

重
和

〃

本
田

忠
雄

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部野

村

康
雄

〃

横
田

勝
弘

環
境
都
市
工
学
部

和
田

安
彦

化
学
生
命
工
学
部

大
内

辰
郎

法
務
研
究
科

藤
田

久
一

（
敬
称
略
）

田
中
昭
平
名
誉
教
授

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

昭
和
三
十

一
年
三
月
関

西
大
学
大
学

院
文
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
後
、
三
十
七

年
本
学
文
学
部
専
任
講
師
に
就

任
。
四
十
七
年
か
ら
教
授
。
平

成
十
年
三
月
定
年
退
職
、
同
年

四
月
名
誉
教
授
。
文
学
部
長
、

教
養
部
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
。
専
門
は
、
現
代
英
文
学
。

著
書
『
Ｃ


Ｐ


ス
ノ
ゥ
の
大

河
小
説
研
究
』
に
よ
り
、
ス
ノ

ゥ
文
学
の
重
要
性
を
定
着
さ

せ
、
確
固
と
し
た
ス
ノ
ゥ
論
を

打
ち
立
て
た
。

か
ね
て
か
ら
工
事
中
で
あ
っ

た
阪
急「
関
大
前
駅
」南
出
口
そ

ば
の
南
門
か
ら
百
周
年
記
念
会

館
へ
と
至
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、四
月
二
十

六
日
、通
り
初
め
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、

河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
関
係

者
約
八
十
人
が
参
加
。
南
門
か

ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
り
、さ

わ
や
か
な
新
緑
の
間
を
ゆ
っ
た

り
と
通
り
抜
け
て
百
周
年
記
念

会
館
に
到
着
し
た
。

な
お
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は

並
列
二
機
が
二
カ
所
に
合
計
四

機
設
置
さ
れ
、
運
行
時
間
は
通

常
授
業
時
の
八
時
か
ら
十
八
時

三
十
分
ま
で
。
た
だ
し
、
朝
の

混
雑
緩
和
の
た
め
に
十
一
時
ま

で
は
全
機
と
も
上
り
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

阪
急
「
関
大
前
駅
」
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

関
大
前
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
工
事
が
六
月
か
ら
本
格
的

に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
回
の
工
事
は
駅
構
内
お

よ
び
構
外
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー（
各

二
基
）
と
多
機
能
ト
イ
レ
な
ど

を
新
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
完

成
後
は
便
利
に
な
っ
た
関
大
前

駅
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、工
事
は
平
成
二
十
二
年

三
月
末
ま
で
行
わ
れ
る
。

四
月
四
日
に
第
二
学
舎
二
号

館
、
二
十
六
日
に
校
友
・
父
母

会
館
の
地
鎮
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
挙

行
さ
れ
、森
本
靖
一
郎
理
事
長
、

河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
関

係
者
が
出
席
し
た
。

第
二
学
舎
二
号
館
は
、
耐
用

年
数
の
超
過
な
ど
に
よ
り
建
て

替
え
の
時
期
に
あ
り
、
加
え
て

経
済
学
部
、
商
学
部
お
よ
び
会

計
専
門
職
大
学
院
の
授
業
の
円

滑
化
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充

実
お
よ
び
安
全
性
の
向
上
を
目

的
と
し
て
建
築
す
る
も
の
で
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

上
七
階
、
延
床
面
積
約
八
千
百

七
十
一
平
方
�
の
広
さ
と
な

る
。
竣
工
は
平
成
二
十
一
年
三

月
の
予
定
。

ま
た
、
校
友
・
父
母
会
館

は
、
校
友
会
、
教
育
後
援
会
お

よ
び
学
校
法
人
関
西
大
学
が
連

携
し
て
発
展
す
る
た
め
建
築
す

る
も
の
で
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
地
上
三
階
地
下
一

階
、
延
床
面
積
約
三
千
十
一
平

方
�
の
広
さ
と
な
る
。
竣
工
は

平
成
二
十
一
年
三
月
の
予
定
。

●
関
西
大
学
と
早
稲
田
大
学
が

「
教
育
研
究
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結

本
学
は
、
こ
の
た
び
早
稲
田

大
学
（
白
井
克
彦
総
長
）
と
、

教
育
・
研
究
領
域
に
お
け
る
相

互
の
学
術
交
流
を
通
じ
て
、
教

育
・
研
究
の
レ
ベ
ル
を
一
層
高

め
る
と
と
も
に
、
相
互
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
教
育
・
研

究
、
社
会
連
携
活
動
を
行
う
た

め
、
五
月
十
三
日
に
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
当
日
は
、
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で
、

本
学
学
長
と
早
稲
田
大
学
総
長

に
よ
り
協
定
書
が
交
わ
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
学
術
面
に
お

い
て
、
関
東
の
大
学
と
よ
り
一

層
強
力
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
つ

な
が
っ
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
が
復
旦
大

学
文
史
研
究
院
、
歴
史
学
系
お

よ
び
歴
史
地
理
研
究
所
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点（
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
三
月
二
十
九

日
、
上
海
・
復
旦
大
学
文
史
研

究
院
、
歴
史
学
系
（
学
部
）
お

よ
び
歴
史
地
理
研
究
所
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
、
復
旦
大

学
内
に
同
拠
点
の
上
海
連
絡
所

を
設
置
し
た
。

復
旦
大
学
で
開
か
れ
た
上
海

連
絡
所
の
開
所
式
に
は
、
本
学

か
ら
河
田
悌
一
学
長
、
陶
徳
民

拠
点
リ
ー
ダ
ー
・
文
学
部
教
授

を
は
じ
め
と
す
る
本
学
関
係
者

と
、
復
旦
大
学
か
ら
王
生
洪
学

長
ほ
か
約
四
十
人
が
参
加
し
、

吾
妻
重
二
文
学
部
教
授
が
「�
儒

教
�
再
考
―
孔
子
、
十
三
経
、

新
儒
教
」
と
題
す
る
記
念
講
演

を
行
っ
た
。

●
兵
庫
県
加
西
市
と
連
携
協
力

協
定
を
締
結

本
学
は
、
四
月
十
六
日
に
加

西
市
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
の

人
的
・
知
的
資
源
の
交
流
を
通

じ
て
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、

ま
ち
づ
く
り
等
の
分
野
に
お
け

る
各
種
連
携
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
加
西
市
に
対
す
る

「
地
方
再
生
」
へ
の
貢
献
と
、

学
生
へ
の
実
際
の
地
域
社
会
の

中
で
の
教
育
研
究
活
動
の
実
践

成
果
が
、
今
後
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。

名誉教授の
称 号 授 与

大
学
人
事

第
二
学
舎
二
号
館
と
校
友
・

父
母
会
館
の
地
鎮
祭
を
挙
行

新

役

職

者

紹

介

誠
実
な
人
柄
、新
研
究
科
を
ま
と
め
る

関大前駅南出口―１００周年記念会館

春
の
叙
勲

エスカレーターが完成
新緑の中、通り初め

心
理
学
研
究
科
長

田
中

俊
也

親
身
な
指
導
で
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

学
生
セ
ン
タ
ー
所
長

笹
倉

淳
史

新
し
い
世
紀
の「
Ｉ
Ｔ
に
強
い
関
西
大
学
」を
牽
引

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

東
村

高
良

（２）平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号
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第
一
回
社
会
安
全
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
四
月
二
十
六
日
、
第
一

学
舎
一
号
館
千
里
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
自

治
体
・
企
業
関
係
者
の
ほ
か
、

一
般
市
民
や
教
職
員
・
学
生
ら

約
六
百
人
の
来
場
者
が
あ
り
、

冬
柴
鐵
三
国
土
交
通
大
臣
、
小

河
保
之
大
阪
府
副
知
事
、
阪
口

善
雄
吹
田
市
長
、
奥
本
務
高
槻

市
長
に
よ
る
来
賓
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、

河
田
惠
昭
京
都
大
学
防
災
研
究

所
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
長

が
、
安
全
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
災
害
や
事
故
、
事
件
な

ど
に
関
す
る
異
分
野
融
合
教
育

と
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

安
部
誠
治
副
学
長
が
本
学
の
危

機
管
理
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し

て
行
わ
れ
て
い

る
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て
、

布
村
明
彦
国
土

交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
長
が

近
年
の
防
災
対

策
と
自
助
・
共

助
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
木
下

冨
雄
京
都
大
学

名
誉
教
授
が
大

学
の
リ
ス
ク
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
二
部

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
基
調
講
演
者
四
人
に
小

澤
守
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長
、土

田
昭
司
社
会
学
部
教
授
を
加

え
、大
学
が
安
全
や
防
災
、
危
機

管
理
に
実
践
的
に
対
応
で
き
る

人
材
を
い
か
に
育
成
し
、
安
全

・
安
心
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
、
来
場
者
は

熱
心
な
様
子
で
聞
き
入
っ
て
い

た
。

（
総
合
企
画
室
）

Wenhua Academyとして１８７１年に
創立され、その後、数度の名称変更を
経て、１９８５年に現在の名称となった。
国家重点大学であり、中国政府の教育
部直轄の総合大学。
２５学部と６研究機関を有する。

聖職者養成のための大学として１３０３
年に創立されたイタリア最古の大学で
あり、２１学部、３２７学位取得コースを有
する西ヨーロッパ最大の国立大学。

本
学
は
、
今
回
新
た
に
四
つ
の
大
学
と
協
定
を
締
結
し
、
協
定
大

学
は
四
十
三
大
学
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
末
ま
で
に
五
十
大
学

と
の
協
定
締
結
を
め
ざ
し
大
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

今
後
の
進
展
を
期
待
し
て
ほ
し
い
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

○学生数：約２０，０００人 教員数：約４，０００人○学生数：約１４７，０００人 教員数：約４，７００人

五
月
七
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
、「
関
西
大
学
ス
ポ

ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
関
西
大
学
体
育

Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催
で
、
関
西
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
強
化
を
推
進
す

る
目
的
の
も
と
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

当
日
は
、
昨
年
、
一
昨
年
に

引
き
続
き
、
早
稲
田
大
学
の
前

総
長
で
あ
る
奥
島
孝
康
氏
（
社

団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
顧

問
）
か
ら
「
続
々

大
学
ス
ポ

ー
ツ
の
意
義
と
強
化
策
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
大
学
ス
ポ

ー
ツ
の
発
展
を
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
最
後
に
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
に
よ
る
逍
遥

歌
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、

本
学
体
育
会
の
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
っ
た
。

首都コペンハーゲンから約３０�西に
位置し、自然科学・社会科学・人文科
学の分野で最高水準の研究と教育を提
供するという目的のもと１９７２年に創立
された州立大学。
６学部と３つのスタディープログラ
ムを有する。

South Carolina Universityとして
１８０１年に創立され、１９０６年にUniversity
of South Carolina として再設立され
て、創立２００周年を迎えた。
メインキャンパスは州都コロンビア
のダウンタウンにある研究大学で、１２
学部を有する。

○学生数：約８，０００人 教員数：約７００人○学生数：約４１，０００人 教員数：約２，０００人

◆
商
学
部

商
学
部
で
は
、「
品
格
あ
る
柔

軟
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
」
と
い
う
教
育
目
標
の
一
環

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ク
・

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
大
学
に
お
け

る
「
商
学
部
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
今
夏
に
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
般
的

な
海
外
語
学
セ
ミ
ナ
ー
と
は
異

な
り
、
英
国
企
業
に
お
け
る
一

日
体
験
労
働
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
）
を
導
入
す
る
な
ど
ビ
ジ

ネ
ス
英
語
に
特
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
参
加
申
込
締
切
は
五
月

三
十
日
（
金
）。
詳
細
は
、
商
学

部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���
w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.j

p�F
c_com

�

）
を
参
照
の
こ

と
。

◆
政
策
創
造
学
部

政
策
創
造
学
部
で
は
、
昨
年

度
導
入
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
で
の
海
外

語
学
研
修
に
引
き
続
き
、
今
年

度
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ワ

イ
カ
ト
大
学
海
外
短
期
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
各
三
時
間
の

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

「
海
外
英
語
研
修
」
と
ワ
イ
カ

ト
大
学
の
専
任
教
員
に
よ
る
英

語
で
の
政
策
研
究
に
関
す
る
実

践
的
な
演
習
を
行
う
「
海
外
研

修
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
か
ら
な
る
。

五
月
二
十
七
日
（
火
）
昼
休
み

に
Ｅ
五
〇
三
教
室
で
説
明
会
を

行
う
。

平
成
二
十
年
度
教
育
懇
談
会
は
次
の
日
程
の

と
お
り
開
催
さ
れ
る
。

【
本
学
】
五
月

十
八
日（
日
）

【
地
方
】
七
月
二
十
七
日（
日
）
金
沢
市
・
別
府
市

七
月
二
十
九
日（
火
）
岐
阜
市
・
宮
崎
市

八
月

一
日（
金
）
長
崎
市
・
静
岡
市

八
月

三
日（
日
）
福
岡
市
・
四
日
市
市

八
月
二
十
二
日（
金
）
松
江
市

八
月
二
十
四
日（
日
）
広
島
市
・
高
松
市

八
月
二
十
六
日（
火
）
高
知
市

九
月

七
日（
日
）
長
野
市
・
仙
台
市

十
月

十
二
日（
日
）
京
都
市

（
教
育
後
援
会
）

※関西大学公開講座（高槻市）については４月から、関西大学吹田市民講座については５月から申込受付を開始していますので、すでに受講
の定員に達している場合があります。その他の講座も受講の定員に達し次第締め切りますのでご注意ください。

第３７回 関西大学吹田市民講座
本学と吹田市教育委員会と共催で、前期は次の４コースを開催します。木曜日は千
里山キャンパスで、金曜日は千里市民センターで行います。問い合わせは、社会連携セ
ンター事務室（０６―６３６８―０６５５）まで。

１コース 歴史（１０：４０～１２：１０） 日本と世界の文化遺産―文化遺産学の未来
６／１９（木）日本と大阪の文化遺産 （文学部教授 �橋 �博）
６／２６（木）神と仏への供え物 （文学部教授 黒田 一充）
７／３（木）エジプト・サッカラの文化遺産（文学部教授 吹田 浩）
７／１０（木）東アジアの住文化 （文学部教授 森 隆男）
７／１７（木）世界遺産登録の光と陰 （文学部教授 米田 文孝）

２コース 文学（１３：００～１４：３０）「源氏物語千年紀」記念『源氏物語』の千年
６／１９（木）『源氏物語』「若紫」を読む （文学部教授 山本 登朗）
６／２６（木）『源氏物語』と和歌 （文学部教授 田中 登）
７／３（木）『源氏物語』と謡曲 （文学部教授 関屋 俊彦）
７／１０（木）芭蕉のなかの『源氏物語』 （文学部教授 藤田 真一）
７／１７（木）『源氏物語』と日本近代文学 （文学部教授 増田 周子）

３コース 教育（１０：４０～１２：１０） 拡がる格差と教育の課題
６／２０（金）格差社会と教育の機会均等 （文学部准教授 広瀬 義徳）
６／２７（金）教育と男女格差 （文学部准教授 多賀 太）
７／４（金）生涯学習社会における格差問題 （文学部教授 赤尾 勝己）
７／１１（金）格差社会から信頼社会へ （文学部教授 竹内 洋）
７／１８（金）「希望格差社会」と協同的学びの活性化（文学部教授 玉田 勝郎）

４コース 社会（１３：００～１４：３０） 情報社会とコミュニケーション
６／２０（金）笑いのコミュニケーション （社会学部教授 木村 洋二）
６／２７（金）男女共同参画社会とメディア（社会学部専任講師 守 如子）
７／４（金）ブランド・コミュニケーション（社会学部教授 常木 暎生）
７／１１（金）情報社会の最前線 （社会学部教授 富田 英典）
７／１８（金）情報メディアと人権 （社会学部教授 松井 修�）

�URL�http���www.kansai�u.ac.jp�renkei�kokaikoza�suitashimin.html

第１０回 関西大学公開講座（高槻市）
本学と高槻市立生涯学習センターの共催で、前期は次のテーマ・講師で開催しま

す。会場は高槻市立生涯学習センター。問い合わせは、社会連携センター事務室（０６―
６３６８―０６５５）まで。

大阪の原風景～魅力ある未来に向けて～

テーマ／講師

大阪人のすぐれた経済感覚とは （総合情報学部教授 山名 年浩）

学校教育の現場から大阪の未来へ（文学部教授 山住 勝広）

近未来に触れ合う次世代ロボット（システム理工学部准教授 倉田 純一）

※時間は、１４：００～１５：３０
�URL�http���www.kansai�u.ac.jp�renkei�kokaikoza�takatsuki.html

開催日

５／２４（土）

５／３１（土）

６／７（土）

第３４回 飛鳥史学文学講座
本学と地域連携協定を結んでいる明日香村と関西大学飛鳥文化研究所の共催によ

り、次のテーマで開催します。会場は、明日香村中央公民館。受講料は年額５，０００円・当日の
み受講は１，０００円（テキスト代含む）。問い合わせは教育後援会（０６―６３６８―００５５）まで。

テーマ／講師
高松塚・キトラ古墳の世界（文学部教授 米田 文孝）
古代大和の農地計画 （文学部教授 高橋 誠一）
源氏物語一千年 （文学部教授 田中 登）
「大君」のうた （文学部教授 大濱 眞幸）
村境をまもる （文学部教授 黒田 一充）
江戸城大奥と天璋院篤姫 （文学部教授 藪田 貫）
神祇官と神の道 （名誉教授 奥村 郁三）
薄田泣菫と大和 （法学部教授 山野 博史）
飛鳥大仏と東大寺大仏 （化学生命工学部教授 赤松 勝也）
古代の書記たち （文学部教授 藤田 �夫）

※時間は、１３：１５～１５：１５
�URL�http���www.kansai�u.ac.jp�pa�asuka�index.html

開催日
６／８（日）
７／１３（日）
８／３（日）
９／１４（日）
１０／１９（日）
１１／１６（日）
１２／１４（日）
１／１８（日）
２／８（日）
３／８（日）

経済・政治研究所
経済・政治研究所では、第１８０回公開講座と第１７７回産業セミナーを開催します。会場
は、いずれも千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアＡＶ大教室。問い合わせ
は、研究所事務室（０６―６３６８―１１７９）まで。

第１８０回公開講座
テーマ／講師

言葉・習慣から日中の文化的相違を考える
（委嘱研究員 唐 楽寧〈聖泉大学教授〉）

※時間は、１５：００～１６：３０
第１７７回産業セミナー

テーマ／講師
観光とメディア―米軍基地移転をめぐるグアムと日本の社会意識―

（社会学部准教授 山口 誠）
リスクが人、そして社会を変える－進化の視点から－

（総合情報学部教授 桑原 尚史）
※時間は、１３：００～１６：１０

�URL�http���www.kansai�u.ac.jp�Keiseiken�

開催日

５／２１（水）

開催日

５／２７（火）

人権問題研究室
人権問題研究室では、第５３回公開講座を、学生・教職員・一般市民を対象に開催する。会
場は、千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアＡＶ大教室、問い合わせは人権問題研
究室（０６―６３６８―１１８２）まで。

テーマ／講師
部落問題解決への逆風を如何に転換しうるか
－部落差別の現実は、如何に改善されたか－（委嘱研究員 住田 一郎）

※時間は、１３：００～１４：３０
�URL�http���www.kansai�u.ac.jp�hrs�

開催日

５／２３（金）

教育懇談会 今年度の日程

安
全
・
安
心
な
社
会
の
構
築
な
ど

議
論

ス
ポ
ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

関
西
大
学
体
育
Ｏ
Ｂ
会
と
共
催
で

新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたた
にににににににににに
４４４４４４４４４４
大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学
とととととととととと

交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流
協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定
をををををををををを
締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結

ロスキルデ大学（デンマーク）

華中師範大学（中国）

サウスカロライナ大学（アメリカ）

ローマ大学ラ・サピエンツァ
（イタリア）

平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号（３）



キャリアプランニングセミナー
目的別に3つのシリーズに分けて開催します。
■ベーシックシリーズ
これから目標を定めたい人、何から取り組んで

よいかわからない人のために職業興味検査や性格
検査、ワークシート等を用いて職業適性や職業に
ついての理解を深めます。
■自己分析シリーズ
自分らしいキャリアの発見をめざすための少人

数制セミナー。自己分析を深め、キャリアの方向
性を探索していきます。
■コミュニケーションスキルシリーズ
①自己表現力、②職業能力・資質の向上、③自

己理解を深めることを目的に、企業の採用活動に
おいて多く用いられるグループディスカッション
などを演習形式で行う、体験型のプログラムです。

仕事研究セミナー
実際に社会で働いている本学卒業生を学内に招

き、パネルディスカッションと座談会を開催しま
す。先輩たちのナマの声を聴きながら、企業パン
フレットやウェブサイト、机上では知ることがで
きない実際の仕事の様子を、きっと知ることがで
きるでしょう。
また、秋には理系学生を対象とした新企画を実

施する予定です。

1・2年次生のみなさん、「就職活動なんてまだ先のこ
と･･･」と思っていませんか。キャリアデザイン（進路
形成）は、すでにこの時期から始まっています。就職活
動はキャリアデザインの一部分に過ぎません。この時期
に、いろいろなことにチャレンジし、自分の成長につな
がる経験をたくさん積んでください。その経験の中に、
みなさんの進路選択につながるヒントがあるはずです。
授業、クラブ・サークル、アルバイト、留学、ボランティ

ア･･･。キャリアセンターでは、みなさんが充実した時
間を過ごしながら、無理なく「進路」を意識できるよう
に、下位年次生向けの「キャリアプランニングセミナー」
などを開催しています。まずは気軽に参加してください。

Hop!

6月28日（土）13：00～
※対象：全学年

就職･進路ガイダンス
4・9・12月の年3回開催。就職活動の進め方、キ

ャリアセンター主催行事、企業の採用活動動向など
を説明します。就職活動に乗り遅れないためにも、こ
のガイダンスには必ず参加しましょう！ もちろん、
教員、公務員をめざす人向けの内容も含んでいます。

各種支援講座
自己分析、業界、企業研究、そして面接…。自分に合

う進路を選択するために社会の仕組み、環境、それ
らを踏まえた就職活動の進め方について分かりやす
く解説します。また、ビジネスにおいて役立つマナ
ーとコミュニケーションについても説明します。

インターンシップ
実際に企業や自治体、学校などで仕事を体験する

ことができ、進路を考える上で貴重な経験になるこ
とで注目度の高いインターンシップ。本学は平成9
年に全国の大学の中でもいち早くこの制度を導入
し、実習団体数、派遣学生数ともに全国トップクラ
スの実績を誇っています。目的に応じ、ビジネスイ
ンターンシップ、国際インターンシップ、学校イン
ターンシップなどがあります。就職活動に先立って
「仕事の現場を見てみたい」という人は、ぜひチャ
レンジしてください。

就職模擬試験・筆記試験対策講座
就職活動において第一関門となる筆記試験。近年

では、その種類が多様化しています。筆記試験は、
早めの対策が大切です。キャリアセンターでは、各
種筆記試験対策のための模擬試験、対策講座を開催
します（申込制・有料）。

学内セミナー
■業界研究会（10月～12月）
業界のリーディングカンパニーから講師を招い

て、学内で行う業界説明会。例年立ち見の参加者が
出るほどの人気企画です。
■企業研究会（２月）
関大生を求める企業（期間中約700社）の採用

担当者が、企業概要や採用計画を説明します。就職
活動に役立つ情報が満載です。

しごとの現場体験ツアー
製造業、ホテルなど普段見ることのできない仕事

の現場を訪問。当日は見学のみならずOB、OGへ
の質問会も開催。体験学習的に業界研究ができます。

自分の将来を見定めるこの時期は、実際の就職活動の

進め方、マナー、採用試験対策などに関するセミナーが

目白押しです。自分なりにセレクトして、積極的に参加

してください。

Step!

これら以外にも、「就職模擬面接」「東京バスツアー」「TOEIC IPテスト」など、さまざまな行事
を実施しています。

R

Jump!

合同企業研究会（５月～９月）
関大生を積極的に採用している企業から、延べ

350社を学内に招き、合同ブース形式のセミナーを
開催します。就職活動のセカンドステージともいえ
るこの研究会で、直接、採用担当者と話し、本当に
自分にあった進路を見出す人も多いはずです。

昨今では採用活動のスタートが早まり、4月に内々定

を出す企業もあります。ただし、ここで就職が決まるの

は一部の学生だけ。規模の大小にかかわらず、多くの優

良企業は5月以降も採用活動を継続しています。

キャリアセンターは、自分にあった進路を求めて頑張

るみなさんを、卒業までバックアップします。

キャリアセンターでは、実際に就職活動中の3・4年次生はもちろん、下位年次生
に対しても、充実したプログラムで就職･進学をバックアップしています。
かつてのように、就職や進学の活動本番になって慌てて考えるようでは、満足のい

く結果は得られません。１・2年次生のときに、さまざまな経験を積み、自分らしい
有意義な時間を過ごして、自らに磨きをかけてください。
キャリアセンターでは、みなさんの進路選択における「安心」と「自信」をサポー

トします。今回は、キャリアセンターが行っている各種のプログラムを紹介します。
ぜひ有効に活用して、みなさんのキャリアデザインの形成に役立ててください。

充実したサポート環境

□キャリアセンター（千里山キャンパス）
正門を入ってすぐ左手にある新関西大学会館の3階に

あり、関西大学の全学
年の学生を対象に、キ
ャリア形成や就職活動
の相談に応じていま
す。就職・進路につい
て疑問や不安があれ
ば、スタッフに気軽に
相談してください。

□キャリアセンター
工学部分室
工学部・理工系3学

部の専門分野の専門性
に応じたキャリア形成
や就職活動の相談に駐
在スタッフが応じてい
ます。また、4月から開室時間を拡大し、相談コーナーを
設けるなど、学生がより利用しやすい環境になりました。

□キャリアセンター高槻キャンパス分室
総合情報学部生のキャリア形成や就職活動を力強くサ

ポートするため、キャリアセンターの駐在スタッフが一
人ひとりの相談に応じています。また、就職情報資料室
やキャリアデザインルームの機能も併せ持っています。

みなさんの将来や進路に対する悩みや相談
に、専門のアドバイザーが個別に応じます。

■キャリア相談
キャリア全般に対する相談に対応します。一

人50分かけて、じっくりと個別相談に応じま
す（要事前予約）。

■教職相談
教員をめざ

す人のさまざ
まな悩みに応
えます。採用
試験対策や勉
強方法など、
きめ細かい指
導を行います
（予約不要）。

■東京センター
関東地区での就職活動の拠点には、JR東京

駅日本橋口に隣接する東京センター（サピアタ
ワー9階）が便利です。こちらでは就職関係誌の
閲覧やパソコン利用ができます。

■中之島センター
大阪市内で会社訪問の空き時間には、中之島

センターへ。こちらでもパソコンの利用ができ
ます。また、時期によって就職相談を実施しま
す。

■公務員試験対策
各種公務員採用試験の説明会を春と秋に学

内で開催しています。この説明会は申し込み
不要で1年次生から自由に参加できます。ま
た、キャリアデザインルームには、公務員関
係の図書･雑誌、過年度の募集要項などを配
架していますので、キャリア相談などと合わ
せて活用してください。さらに、エクステン
ション･リードセンターでは各種公務員講座
を開講しています。

公
務
員
を
め
ざ
す
人
へ

■教員採用試験対策
キャリアセンターでは、教員をめざす学生

のために「教員採用試験対策講座」を開講して
います。これは、正規の授業とは別の特別講座
として10月から翌年6月まで開講しており、
教員採用試験に合格するためのノウハウをさ
まざまな角度から学習することができます。
また、文学部の初等教育学専修以外の学生

が現役で小学校教員をめざすには、「小学校
教員資格認定試験」に合格して二種免許を取
得する方法と、教務センターが実施している
「小学校教諭（一種）免許状取得プログラム」
を受講する方法の2つがあります。キャリア
センターでは「小学校教員資格認定試験」に
向けた対策コースを設けていますのでぜひ活
用ください。

教
員
を
め
ざ
す
人
へ

�

（文系・総合情報学部）
建設業
㈱竹中工務店
製造業
アサヒビール㈱
花王㈱
サントリー㈱
㈱資生堂
シャープ㈱
積水化学工業㈱
武田薬品工業㈱
日清食品㈱
任天堂㈱
㈱バンダイ
㈱日立製作所
本田技研工業㈱
松下電器産業㈱
電気・ガス・水道業
関西電力㈱
中部電力㈱
マスコミ・情報通信業
㈱電通
凸版印刷㈱
西日本電信電話㈱
日本放送協会
運輸業
西日本旅客鉄道㈱
㈱日本航空インターナショナル
東日本旅客鉄道㈱
商業
伊藤忠商事㈱
丸紅㈱
金融・保険業
㈱大和証券グループ本社
東京海上日動火災保険㈱
野村證券㈱
㈱みずほフィナンシャルグループ
㈱三井住友銀行
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行
公務員・教員
大阪府教員
大阪府警察官
大阪府職員
国家公務員Ⅱ種

（工学部）
建設業
鹿島建設㈱
㈱竹中工務店
製造業
アサヒビール㈱
江崎グリコ㈱
京セラ㈱
グンゼ㈱
シャープ㈱
ダイハツ工業㈱
帝人㈱
㈱デンソー
トヨタ自動車㈱
日本電気㈱
㈱日立製作所
富士通㈱
本田技研工業㈱
松下電器産業㈱
マツダ㈱
美津濃㈱
㈱村田製作所
森永乳業㈱
ヤマハ発動機㈱
㈱ワコール
電気・ガス・水道業
関西電力㈱
北陸電力㈱
マスコミ・情報通信業
凸版印刷㈱
西日本電信電話㈱
運輸業
四国旅客鉄道㈱
西日本旅客鉄道㈱
金融・保険業
㈱大和証券グループ本社
㈱みずほフィナンシャルグループ
㈱三井住友銀行
㈱りそな銀行
公務員・教員
大阪府教員
大阪府警察官
大阪府職員
国家公務員Ⅱ種

主な就職先（平成19年度） �

合計�
4,484人�
100.0%

不動産業�
78人（1.7%）�

マスコミ・情報通信業�
628人（14.0%）�

電気・ガス・水道業�
13人（0.3%）�

教育・広告・その他�
サービス業�
531人（11.8%）�

合計�
4,484人�
100.0%

製造業�
1,046人（23.3%）�

建設業　195人（4.3%）�

その他　43人（1.0%）�

公務員･教員　255人（5.7%）�

金融・保険業�
1,010人（22.6%）�

商業　562人（12.5%）�

平成19年度業種別就職状況�

運輸業　122人（2.7%）�

農業・林業・水産業　1人（0.1%）�

KIPS関西大学インターネット学生就職支援システム
関大生なら自宅からでも利用できる便利な就職支援サイ

ト。インフォメーションシステムからアクセスできます。
① 約18,000社の企業情報
が閲覧できます。

② 本学に届くすべての求人
情報の検索が可能です。

③ 1・2年次生にも役立つ
イベント情報を掲載して
います。

④ 就職・進路に関するさま
ざまな学内行事をタイムリーに掲載しています。
なお、このシステムは卒業生も利用できます（利用に際

しては登録が必要です）。

関大生の就職活動必携バ
イブル『PLACEMENT
BOOK』。マニュアル編は持
ち運び便利な手帳サイズで、
就職活動のすべてが分かり
やすくまとめられています。
10月の進路登録票提出時に
配付しています。

キャリアセンター キャリアデザインルーム

開
室
時
間

□キャリアセンター（千里山キャンパス）
月～金曜日 9：00～19：00

土曜日 9：00～17：00 （※日・祝日は閉室）

第1回　＜企業編 ～Job Study～＞

6月18日（水）13：00～
※対象：1･2年次生限定！
（全学年が参加できる企業編は秋以降に開催予定です）

第2回　＜公務員編＞

就職状況

卒業後の
バックアップは
卒業生就業支援室で

キャリアセンターでは、「卒業
生就業支援室」を設けて、卒業後
のみなさんの転職・再就職の相
談に応じています。

PLACEMENT BOOK

オリジナル･ツールを活用しよう！

東京センター
中之島センター

□キャリアセンター工学部分室
月～金曜日 9：00～19：00

土曜日 9：00～17：00 （※日・祝日は閉室）

□キャリアセンター高槻キャンパス分室
月～水・金曜日 9：00～17：00

木曜日 9：00～19：00（※土・日・祝日は閉室）

（４）平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号（９）



平
成
平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て

年
度
予
算
に
つ
い
て�

学
校
法
人�

関
西
大
学�

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て�

抜き取って�
お読みいた�
だけます�

平
成
二
十
年
度
予
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
、
法
人
予
算
会

議
の
審
議
を
経
て
、理
事
会
（
平

成
二
十
年
一
月
二
十
四
日
）、
評

議
員
会
（
平
成
二
十
年
三
月
二

十
七
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
予
算
は
「
中
長
期
戦
略
構

想
策
定
体
制
」
の
も
と
「
強
い

関
西
大
学
」
の
構
築
を
さ
ら
に

推
進
し
、「
関
西
大
学
か
ら
世
界

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

「
国
際
的
舞
台
で
活
躍
で
き
る

人
材
」
の
育
成
を
め
ざ
し
た
諸

事
業
の
実
施
に
重
点
を
お
き
ま

し
た
。

こ
の
実
現
の
た
め
、
私
立
大

学
を
取
り
巻
く
今
日
的
な
状
況

や
本
学
財
政
の
現
況
と
将
来
予

測
を
踏
ま
え
つ
つ
、
支
出
内
容

を
厳
し
く
見
直
し
、
合
理
化
・

効
率
化
を
求
め
る
一
方
、
緊
急

性
、
重
要
性
、
発
展
性
の
あ
る

計
画
に
対
し
て
は
積
極
的
な
予

算
配
分
を
行
い
、
特
に
短
期
一

年
（
平
成
二
十
年
度
）
の
計
画

で
あ
っ
て
も
、
昨
今
の
厳
し
い

状
況
変
化
に
速
や
か
に
対
応
し

て
計
画
を
見
直
し
、
予
算
措
置

を
踏
ま
え
て
行
動
す
る
と
い
う

考
え
方
に
立
脚
し
て
本
予
算
を

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
は
、
学
校
法

人
福
武
学
園
（
北
陽
高
等
学

校
）
と
の
合
併
に
よ
り
、
本
学

に
と
っ
て
二
番
目
の
併
設
高
校

と
な
る
「
関
西
大
学
北
陽
高
等

学
校
」
が
誕
生
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞

紙
上
で
も
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
お
け

る
「
安
全
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま

な
今
日
的
問
題
」
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
社
会

安
全
学
部
（
仮
称
）
と
大
学

院
、
そ
し
て
小
中
高
一
貫
教
育

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
小
学
校

・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
設
け

る
「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
」
を
具
現
化
す
る
た
め
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
も
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
四

月
に
は
外
国
語
学
部
（
仮
称
）

を
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
は

堺
市
の
中
心
部
、
南
海
高
野
線

の
浅
香
山
駅
前
に
あ
り
、
同
年

三
月
に
閉
校
す
る
堺
市
立
商
業

高
等
学
校
・
第
二
商
業
高
等
学

校
校
地
に
健
康
文
化
学
部
（
仮

称
）
お
よ
び
関
西
大
学
・
大
阪

医
科
大
学
・
大
阪
薬
科
大
学
の

三
大
学
で
、
全
国
初
の
共
同
学

部
と
な
る
生
命
科
学
系
学
部

を
、
ま
た
二
番
目
の
併
設
中
学

校
と
な
る
関
西
大
学
北
陽
中
学

校
を
開
設
す
べ
く
、
必
要
な
諸

施
策
の
推
進
に
も
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
本
年
度
は
、

本
学
が
総
合
学
園
と
し
て
更
な

る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
が
ス
タ
ー
ト
す
る

年
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画

は
、
次
の
「
２

事
業
計
画
の

概
要
」
の
と
お
り
で
す
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
本
学

関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
今
後
と
も
厳
正
で
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
い
、
財
政
の

健
全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に

向
け
て
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。

第２学舎２号館竣工イメージ図

平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
事
業

計
画
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

平
成
二
十
二
年
四
月
開
設
に

向
け
て
、
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

構
想
を
具
体
化
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

安
全
に
関
す
る
新
た
な
社
会
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
能
力
を
備

え
た
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す

る
社
会
安
全
学
部
（
仮
称
）
お

よ
び
大
学
院
社
会
安
全
学
研
究

科
（
仮
称
）
を
設
け
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び

高
等
学
校
を
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
設
け
る
と
い
う
利
点
を
最

大
限
活
用
し
、
学
校
間
を
越
え

た
生
徒
間
交
流
を
実
施
す
る
な

ど
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
小
中

高
一
貫
教
育
を
実
施
し
、
幅
広

い
視
野
と
高
度
に
調
和
し
た
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
有
す
る
人
材
を

育
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
涯

学
習
の
地
域
拠
点
と
な
る
「
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
や
図
書
館

を
市
民
に
開
放
す
る
な
ど
、
地

域
貢
献
に
も
努
め
ま
す
。

イ

教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
想
に

基
づ
く
大
学
の
機
構
改
革

本
学
が
伝
統
的
に
培
っ
て
き

た
教
授
会
自
治
を
基
礎
と
し
た

こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を
尊
重
し

な
が
ら
、
大
学
全
体
と
し
て
一

定
の
方
針
を
持
っ
て
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
授
業
方
法
、
学
習
支

援
な
ど
、
総
合
的
な
教
育
改
善

に
取
り
組
み
、
各
分
野
の
専
門

性
を
活
か
し
た
戦
略
的
な
教
学

運
営
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
教

学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
を
め
ざ

し
ま
す
。

ウ

新
た
な
学
部
の
設
置
検
討

前
述
の
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
け
る
社
会
安
全
学
部
（
仮

称
）
に
加
え
て
、
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
に
か
け

て
次
に
掲
げ
る
学
部
の
設
置
を

推
進
し
ま
す
。

○ア
外
国
語
学
部
（
仮
称
）
の
設

置
準
備

平
成
二
十
一
年
四
月
に
外

国
語
学
部
（
仮
称
）
の
開
設

を
め
ざ
し
ま
す
。
入
学
定
員

は
百
五
十
人
、
本
学
で
十
一

番
目
の
学
部
と
な
り
ま
す
。

英
語
教
育
専
修
、
中
国
言
語

文
化
専
修
お
よ
び
外
国
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
修
の

三
つ
の
専
修
を
設
け
、「
外
国

語
」
と
い
う
新
た
な
視
点
か

ら
時
代
と
社
会
に
向
き
合

い
、
国
際
社
会
の
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
実
力
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
得
る
人

材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で
す
。

○イ
健
康
文
化
学
部
（
仮
称
）
の

設
置
準
備

本
学
の
大
阪
南
部
の
拠
点

と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
三

月
に
閉
校
す
る
堺
市
立
商
業

高
等
学
校
・
第
二
商
業
高
等

学
校
校
地
に
堺
キ
ャ
ン
パ
ス

（
仮
称
）
を
設
置
し
、
同
年

四
月
か
ら
健
康
文
化
学
部（
仮

称
）
の
開
設
を
め
ざ
し
ま

す
。
在
学
生
に
対
し
て
健
康

福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文

化
、
ユ
ー
モ
ア
科
学
な
ど
に

関
す
る
専
門
的
教
育
を
行
う

一
方
で
、
市
民
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
女
性
、
シ
ニ

ア
層
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
な
ど
、
積
極
的
な
地
域

貢
献
を
行
い
ま
す
。

○ウ
関
西
大
学
、
大
阪
医
科
大

学
、
大
阪
薬
科
大
学
の
三
大

学
に
よ
る
全
国
初
の
共
同
学

部
（
生
命
科
学
系
学
部
）
の

設
置
準
備

二
十
一
世
紀
「
生
命
の
時

代
」
を
担
う
医
学
、
工
学
、

薬
学
を
学
際
的
に
学
ぶ
人

材
、
か
つ
教
養
、
心
理
、
倫

理
な
ど
も
兼
ね
備
え
た
看
護

師
の
育
成
を
目
的
と
し
た
三

大
学
共
同
学
部
（
生
命
科
学

系
学
部
）
を
、
大
阪
医
科
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
平
成
二

十
二
年
四
月
か
ら
の
開
設
を

め
ざ
し
、
設
置
し
ま
す
。

エ

大
学
院
に
お
け
る
教
育
改

革
○ア
文
学
研
究
科
に
文
化
交
渉
学

専
攻
を
設
置

文
学
研
究
科
で
は
、
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
文
化
交
渉

学
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程

お
よ
び
後
期
課
程
を
同
時
に

設
置
し
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た「
東

ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
の
教
育

研
究
拠
点
形
成
」
の
拠
点
と

な
り
、
世
界
標
準
の
三
カ
国

語
（
英
語
、
二
ア
ジ
ア
言

語
）
の
運
用
能
力
を
習
得

し
、
東
ア
ジ
ア
の
真
の
国
際

理
解
を
牽
引
で
き
る
人
材
を

輩
出
し
ま
す
。

○イ
心
理
学
研
究
科
の
設
置
と
心

理
臨
床
学
専
攻
の
設
置
準
備

平
成
二
十
年
度
開
設
の
大

学
院
心
理
学
研
究
科
に
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
開
設
す

る
心
理
臨
床
学
専
攻
（
専
門

職
学
位
課
程
）
の
設
置
準
備

を
行
い
ま
す
。
現
代
社
会
が

要
請
す
る
臨
床
心
理
の
多
様

か
つ
複
雑
な
専
門
領
域
に
対

応
可
能
な
信
頼
で
き
る
臨
床

心
理
専
門
職
業
人
を
養
成
し

ま
す
。

ア

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎

棟
お
よ
び
体
育
・
厚
生
棟
建

築
工
事

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
Ｊ

Ｒ
高
槻
駅
前
の
開
発
事
業
区
域

内
に
設
置
し
ま
す
。
敷
地
面
積

は
約
一
万
七
千
六
百
平
方
�
で

す
。建

築
は
平
成
二
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
一
年
度
で
行
い
、
建

築
面
積
約
八
千
平
方
�
、
延
床

面
積
五
万
三
千
二
百
平
方
�
、

校
舎
棟
は
十
三
階
建
、
体
育
・

厚
生
棟
は
四
階
建
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
災

害
時
の
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
や

生
涯
学
習
の
地
域
拠
点
を
設

け
、
高
槻
市
が
提
唱
す
る
「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

寄
与
す
る
「
社
会
貢
献
型
都
市

キ
ャ
ン
パ
ス
」を
め
ざ
し
ま
す
。

イ

第
二
学
舎
二
号
館
の
建
て

替
え
工
事

経
済
学
部
、
商
学
部
お
よ
び

会
計
研
究
科
が
主
に
使
用
す
る

学
舎
と
し
て
、
第
二
学
舎
二
号

館
を
建
て
替
え
ま
す
。
将
来
的

な
学
部
再
編
も
視
野
に
入
れ
た

構
想
も
含
め
て
、
情
報
化
教
育

に
対
応
し
た
教
室
の
ほ
か
、
学

生
の
学
習
の
場
や
憩
い
の
場
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。

建
築
は
平
成
二
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
一
年
度
で
行
い
、
鉄

骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
七

階
建
、
延
床
面
積
約
八
千
二
百

平
方
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ウ

総
合
研
究
室
棟
の
竣
工

政
策
創
造
学
部
の
開
設
や
第

一
学
舎
の
建
て
替
え
な
ど
に
伴

い
個
人
研
究
室
の
在
り
方
を
見

直
し
、
す
べ
て
の
学
部
を
対
象

と
し
た
総
合
的
な
研
究
施
設
を

建
築
し
ま
す
。
平
成
十
九
年
度

に
着
工
し
平
成
二
十
年
度
に
竣

工
す
る
こ
の
建
物
は
、鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上
七

階
建
、
延
床
面
積
約

四
千
七
百
平
方
�
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

エ

キ
ャ
ン
パ
ス
ア

ク
セ
ス
整
備
（
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

置
）
工
事

阪
急
電
鉄
「
関
大

前
駅
」
南
出
口
か
ら

百
周
年
記
念
会
館
に

至
る
上
下
可
逆
式
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
四
基
設
置

し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
お
よ
び

通
路
に
は
、
屋
根
を
設
け
て
雨

天
に
も
配
慮
し
ま
す
。
高
低
差

約
二
十
二
�
に
二
箇
所
設
置
さ

れ
、
全
長
は
歩
道
を
含
め
て
約

百
四
十
�
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
北
出
口
か
ら
の
通
学

路
の
混
雑
を
緩
和
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
全
体
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
り
ま
す
。

オ

校
友
・
父
母
会
館
建
築
工
事

関
西
大
学
教
育
会
館
は
築
後

五
十
二
年
を
経
て
お
り
耐
震
強

度
な
ど
を
勘
案
し
て
、
学
校
法

人
関
西
大
学
、
教
育
後
援
会
お

よ
び
校
友
会
が
一
層
緊
密
に
連

携
し
、
本
学
の
更
な
る
発
展
に

資
す
る
た
め
校
友
・
父
母
会
館

を
建
築
し
ま
す
。
関
西
大
学
会

館
南
東
側
に
建
築
し
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上

三
階
建
、
延
床
面
積
約
三
千
平

方
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲高槻新キャンパス
竣工イメージ図

�
総
合
研
究
室
棟

竣
工
イ
メ
ー
ジ
図

▲校友・父母会館竣工イメージ図

改
革
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

理事長

森本靖一郎

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
施
設
設
備
の
整
備
充
実
関
係

１

予
算
編
成
の
概
要

２

事
業
計
画
の
概
要

平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て�

改
革
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て�

改
革
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト�

予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
二
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
計
画
を
、
消
費
収
支
計

算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と
し

て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
年

度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の

均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が

健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算

書
は
、
い
わ
ば
企
業
会
計
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
十
八
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
十
九
年
度
補
正
後
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
九
年
度
末

と
し
、
さ
ら
に
平
成
二
十
年
度
予

算
を
加
味
し
て
平
成
二
十
年
度
末

の
財
政
状
態
を
予
想
し
た
も
の
で

す
。

増 減

９８１，８９１，０００
８７５，４４７，０００

△ ２９，８７０，０００
△ ７，０１９，０００

１２０，７０３，０００
２２，６３０，０００

１９７，２９１，０００
１９５，７００，０００

△ ２５１，０００
△ ４６３，０００

１，８５８，０００

４４７，０００

△ ２０２，２００，０００
△ ２０２，２００，０００

３０６，０５６，０００
２０，０３３，０００
２８６，０２３，０００

８７，０７２，０００
１，６２６，０００

５０７，０００

△ ２４，７３３，０００

１，４４９，０００

２００，０００

△ ２４２，０００

１４４，０００

３７５，０００

１７，０５０，０００

５３，８５４，０００

△ １７４，０００

△ １３８，０００

１，２００，０００

２，０００，０００

１５，７６０，０００
１８，１９４，０００

１９年度予算

３２，６０１，５６９，０００
２４，１４６，２６７，０００
２，６０６，２９０，０００
８０６，１０３，０００

４，９３５，７５９，０００
１０７，１５０，０００

２，４６２，７１８，０００
２，４３３，４９０，０００
１，４７１，０００
１４，９０３，０００
５，８８５，０００

６，９６９，０００

４４２，２００，０００
４４２，２００，０００

４，０５２，１９２，０００
３，５０２，０９８，０００
５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００
６２，６６４，０００

５，９５３，０００

３５７，４４９，０００

２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

０

３００，０００

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００
１０９，８５５，０００

２０年度予算

３３，５８３，４６０，０００
２５，０２１，７１４，０００
２，５７６，４２０，０００
７９９，０８４，０００

５，０５６，４６２，０００
１２９，７８０，０００

２，６６０，００９，０００
２，６２９，１９０，０００
１，２２０，０００
１４，４４０，０００
７，７４３，０００

７，４１６，０００

２４０，０００，０００
２４０，０００，０００

４，３５８，２４８，０００
３，５２２，１３１，０００
８３６，１１７，０００

１，１９２，１５２，０００
６４，２９０，０００

６，４６０，０００

３３２，７１６，０００

３，７５１，０００

１，２００，０００

０

１４４，０００

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

０

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

１１５，５７１，０００
１２８，０４９，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
理工系学部整備充実資
金引当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備資
金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
増 減

△ ４０３，９７０，０００

９６，０３０，０００

△ ５００，０００，０００

４０，７１５，０００

５５，２２４，０００

△ １，３４１，０００

△ １３，１６８，０００

△ １３２，８９４，０００

△ ２７５，７６０，０００

１４２，８６６，０００

１０６，９１５，０００

１５，７６０，０００

９６，０８０，０００

１，３３０，０００

２，７４５，０００

△ ９，０００，０００

３，３１４，５５９，０００

５０，４７０，０００

△ １２，６３６，０００

５５１，０００，０００

２００，０００，０００

△ １９２，０００，０００

２，５００，０００，０００

△ １，２３４，０００

５００，０００，０００

△ ３，２３６，０００

１９，５４７，０００

△ ３５５，９１９，０００

２，０００，０００

５７，０００，０００

△ ４３３，０００

６８０，６０３，０００

４１３，２９７，０００

２６７，３０６，０００

△４，４７０，０９３，０００

５０５，９４５，０００

１９年度予算

１，１００，０００，０００

０

１，１００，０００，０００

６７３，６２３，０００

４０３，３１０，０００

１０，１３３，０００

２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００

７６３，３５２，０００

１１４，１９６，０００

６，１２７，９４０，０００

２，８３２，０４９，０００

２，４９０，０１０，０００

１０７，７７５，０００

６００，１０６，０００

９８，０００，０００

３，９７４，８３３，０００

２０２，１３３，０００

３６，１３９，０００

５００，０００，０００

１００，０００，０００

１９２，０００，０００

０

８５，０５６，０００

５００，０００，０００

４４，２３６，０００

５５４，７９０，０００

１，４１５，６４６，０００

４１，０００，０００

３０３，０００，０００

８３３，０００

△７，４５４，９７３，０００

△１，０５９，７２７，０００

△６，３９５，２４６，０００

２２，６０５，６１３，０００

６８，５６８，３４３，０００

２０年度予算

６９６，０３０，０００

９６，０３０，０００

６００，０００，０００

７１４，３３８，０００

４５８，５３４，０００

８，７９２，０００

２４７，０１２，０００

７４４，６５４，０００

４８７，５９２，０００

２５７，０６２，０００

６，２３４，８５５，０００

２，８４７，８０９，０００

２，５８６，０９０，０００

１０９，１０５，０００

６０２，８５１，０００

８９，０００，０００

７，２８９，３９２，０００

２５２，６０３，０００

２３，５０３，０００

１，０５１，０００，０００

３００，０００，０００

０

２，５００，０００，０００

８３，８２２，０００

１，０００，０００，０００

４１，０００，０００

５７４，３３７，０００

１，０５９，７２７，０００

４３，０００，０００

３６０，０００，０００

４００，０００

△６，７７４，３７０，０００

△ ６４６，４３０，０００

△６，１２７，９４０，０００

１８，１３５，５２０，０００

６９，０７４，２８８，０００

科 目

資産売却収入

土地売却収入

有価証券売却収入

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金収入

雑収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験・実習料前受金収入

教育充実費前受金収入

その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産

からの繰入収入

関西大学退職年金引当

特定資産からの繰入収入

キャンパス整備資金引

当特定資産からの繰入収入

情報基盤等整備資金引当

特定資産からの繰入収入

工学部設備整備資金引当

特定資産からの繰入収入

高槻新キャパス整備資金引

当特定資産からの繰入収入

総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返

済資金特定預金からの繰入収入

ＩＴ化推進引当特定資

産からの繰入収入

修学旅行費等預り資産

からの繰入収入

貸付金回収収入

前期末未収入金収入

修学旅行費等預り金収入

その他の預り金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期未前受金

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
増 減

９５３，６００，０００

９５３，２４１，０００

２５７，９９６，０００

８５，３３３，０００

△ ３３０，３３４，０００

△ １２，６３６，０００

１，２４２，９０５，０００

４０，０３３，０００

２４０，９７９，０００

３３，７２４，０００

△ １，６４６，０００

△ ３０，８８１，０００

１２４，０６４，０００

２９，５２８，０００

△ ９，６９５，０００

１１，１９５，０００

１，３８３，０００

△ １２３，３０３，０００

９７１，０００

８６８，７０４，０００

１６，６４８，０００

３６，０００

１，３１０，０００

２６，５２５，０００

１００，０００

１，６６３，０００

１１，５６７，０００

１１９，９５８，０００

２，８５４，０００

５，０１６，０００

△ １，７８０，０００

２３，３６９，０００

１，４３１，０００

３，８２５，０００

９４２，０００

８００，０００

７，７１８，０００

９，１８７，０００

３２，０００

７３１，０００

２６，２８８，０００

△ ９０，０００

△ ９８４，０００

５，５０３，０００

５，３３９，０００

△ ３００，０００

１，７０４，０００

２８，３７３，０００

１９年度予算

１９，５６３，１１８，０００

１２，３５８，８３２，０００

６，０２０，１００，０００

８５，５４１，０００

１，０６２，５０６，０００

３６，１３９，０００

１１，２８２，１３５，０００

４１７，２６６，０００

１，８２６，６４７，０００

３００，７３４，０００

４１８，５０３，０００

２９９，０２２，０００

６５５，０７５，０００

２５３，６８３，０００

１，１３０，１６８，０００

５，５９０，０００

８１８，２９９，０００

１３０，３４７，０００

６２，０９１，０００

３，４９１，８７３，０００

１，２０３，８２８，０００

３６，０００

６，５８１，０００

１４５，８７４，０００

９，２１５，０００

１９，５３５，０００

８７，７６８，０００

１，６５７，３９０，０００

６１，１５７，０００

５１，９０３，０００

２４，３１９，０００

９４，３１５，０００

２８６，３４８，０００

５０，２２３，０００

３２，７１６，０００

１，４１６，０００

２５８，９７９，０００

５６，９３５，０００

０

５，２４１，０００

６１１，３４１，０００

１２，６５４，０００

１０，２５７，０００

２０，６１７，０００

４０，３４５，０００

１０，４２１，０００

１１，２７８，０００

１６，９２５，０００

２０年度予算

２０，５１６，７１８，０００

１３，３１２，０７３，０００

６，２７８，０９６，０００

１７０，８７４，０００

７３２，１７２，０００

２３，５０３，０００

１２，５２５，０４０，０００

４５７，２９９，０００

２，０６７，６２６，０００

３３４，４５８，０００

４１６，８５７，０００

２６８，１４１，０００

７７９，１３９，０００

２８３，２１１，０００

１，１２０，４７３，０００

１６，７８５，０００

８１９，６８２，０００

７，０４４，０００

６３，０６２，０００

４，３６０，５７７，０００

１，２２０，４７６，０００

７２，０００

７，８９１，０００

１７２，３９９，０００

９，３１５，０００

２１，１９８，０００

９９，３３５，０００

１，７７７，３４８，０００

６４，０１１，０００

５６，９１９，０００

２２，５３９，０００

１１７，６８４，０００

２８７，７７９，０００

５４，０４８，０００

３３，６５８，０００

２，２１６，０００

２６６，６９７，０００

６６，１２２，０００

３２，０００

５，９７２，０００

６３７，６２９，０００

１２，５６４，０００

９，２７３，０００

２６，１２０，０００

４５，６８４，０００

１０，１２１，０００

１２，９８２，０００

４５，２９８，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

増 減

△ １２，８８６，０００
△ １２，８８６，０００

△ ５０，４００，０００
△ ５０，４００，０００

４，６１３，２８５，０００
１９０，６８０，０００

△２，７５２，９５２，０００
２３，８２１，０００

７，１７６，２９１，０００
△ ２４，５５５，０００

△ ８６２，１４９，０００
△ ８０９，３１４，０００
△ ４，０１９，０００
△ ４８，８１６，０００

△１，０３０，５８９，０００
４，８２０，０００

０

３０，０００，０００

０

０

△ ３６７，４０９，０００

△ ２００，０００，０００

０

２，０００，０００

△ ５００，０００，０００

△ ８５０，２３４，０００
△ ４１，８３０，０００
△ ７１２，４３４，０００
△ ３，２３６，０００

△ ９５，５４１，０００
２，８０７，０００

０

△ ２５７，０６５，０００
△ ２７１，８００，０００

１４，７３５，０００

△３，３６０，４８０，０００

５０５，９４５，０００

１９年度予算

１３８，３６６，０００
１３８，３６６，０００

７９１，６６０，０００
７９１，６６０，０００

５，４０３，３０７，０００
０

４，０９５，３４３，０００
７５８，２１９，０００
５２１，２９０，０００
２８，４５５，０００

２，６７９，８０８，０００
２，３６５，９６６，０００
３９，７９８，０００
２７４，０４４，０００

６，２９７，０１３，０００
９６，４２０，０００

４００，０００，０００

０

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，４０９，５９３，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４１，０００，０００

１，１００，０００，０００

２，９４９，４０８，０００
８７９，１５０，０００
１，４６９，２３４，０００
４４，２３６，０００

３９８，５４１，０００
１５８，２４７，０００

６００，０００，０００

△ ９２９，３８２，０００
△ ７５６，４００，０００
△ １７２，９８２，０００

１８，１３５，５２０，０００

６８，５６８，３４３，０００

２０年度予算

１２５，４８０，０００
１２５，４８０，０００

７４１，２６０，０００
７４１，２６０，０００

１０，０１６，５９２，０００
１９０，６８０，０００

１，３４２，３９１，０００
７８２，０４０，０００

７，６９７，５８１，０００
３，９００，０００

１，８１７，６５９，０００
１，５５６，６５２，０００
３５，７７９，０００
２２５，２２８，０００

５，２６６，４２４，０００
１０１，２４０，０００

４００，０００，０００

３０，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，０４２，１８４，０００

０

５００，０００，０００

４３，０００，０００

６００，０００，０００

２，０９９，１７４，０００
８３７，３２０，０００
７５６，８００，０００
４１，０００，０００

３０３，０００，０００
１６１，０５４，０００

６００，０００，０００

△１，１８６，４４７，０００
△１，０２８，２００，０００
△ １５８，２４７，０００

１４，７７５，０４０，０００

６９，０７４，２８８，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
土地支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
理工系学部整備充実資金
引当特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成２１年３月３１日 （単位 千円）

資産の部

注記 １ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金
債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額

を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員

期末要支給額１３，６０４，６６９，０００円の５０％を基にして、私立大学
退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調
整額を加減した金額を計上している。

イ 高等学校、中学校、幼稚園の教員
期末要支給額１，９４５，５００，０００円から私学退職金財団よりの交付

金相当額を控除した金額の５０％を計上している。
ウ 役員

期末要支給額１１，７３８，０００円の１００％を計上している。
退職年金引当金
関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上してい

る。
�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法
移動平均法に基づく原価法である。

所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のフ

ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によっている。

預り金その他経過項目に係る収支の表示方法
前期末残高は、預り金支出・立替金収入とし、当期末残高は、預

り金収入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法

補助活動に係る収支は総額で表示している。
２ 重要な会計方針の変更等

なし
３ 減価償却額の累計額の合計額 ６６，３４０，３２０，０００円
４ 徴収不能引当金の合計額 ９，８９５，０００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。

土地 １０３，５４１．８９� １３２，３１１，６１６円
６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな

る金額 ４，３４７，０１３，０００円
７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し２０，６７０，０００
円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移
転外ファイナンス・リースは次のとおりである。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料
期末残高

教育研究用機器備品 １，６７７，３１１千円 ８８０，９７７千円
車輌 １２，２８５千円 ５，２７９千円

計 １，６８９，５９６千円 ８８６，２５６千円

�学校法人福武学園との合併に伴う資産等の受入れ
学校法人福武学園との合併に伴い承継する資産及び負債は、その承継
残高が確定していないため計上していない。

負債の部

増 減

４，８１５，３１８

６，６６７，７９６

１７１，２４６

△ ６６８，５８４

△ ５９，４７７

△ １５５，９１４

△ ２９，１９３

２３４，２２８

△ ８０１

７，１７６，２９１

△ １，８５２，４７８

０

△ ２８，２４１

０

△ １，４９９，３４６

２６２，６１３

△ ２５２，６０３

７７，７３７

０

△ ６５１，０００

△ ３００，０００

３０，０００

５０，０００

０

１，０４２，１８４

△ ８３，８２２

０

△ ５００，０００

△ ２，２６８，９５５

△ ３，３６０，４８０

△ ４１３，２９７

１，５００，０４５

２，８０７

２，０００

△ ３０

２，５４６，３６３

１９年度末

１６１，２９１，８２５

８８，１３６，０２８

９，１１３，１９６

５０，０４９，８９９

７，５９０，６２２

８，４６５，３１４

３９６，３６５

１１，９０２，８３４

１，５０８

６１６，２９０

７３，１５５，７９７

１８，４９６

１９２，７０５

６９，４８７

３，９４９，５１７

４，６９０，９４３

６，８０２，３２１

８０９，９７４

２８，０００，０００

１，０５１，０００

４００，０００

２２，０００

２００，０００

７，５００，０００

１７，５６５，５３２

８３，８２２

８００，０００

１，０００，０００

２０，３９９，８７６

１８，１３５，５２０

１，０６２，１６９

９９９，３０１

１５８，２４７

４１，０００

３，６３９

１８１，６９１，７０１

２０年度末

１６６，１０７，１４３

９４，８０３，８２４

９，２８４，４４２

４９，３８１，３１５

７，５３１，１４５

８，３０９，４００

３６７，１７２

１２，１３７，０６２

７０７

７，７９２，５８１

７１，３０３，３１９

１８，４９６

１６４，４６４

６９，４８７

２，４５０，１７１

４，９５３，５５６

６，５４９，７１８

８８７，７１１

２８，０００，０００

４００，０００

１００，０００

５２，０００

２５０，０００

７，５００，０００

１８，６０７，７１６

０

８００，０００

５００，０００

１８，１３０，９２１

１４，７７５，０４０

６４８，８７２

２，４９９，３４６

１６１，０５４

４３，０００

３，６０９

１８４，２３８，０６４

科 目

� 固定資産

１ 有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）車輌

（８）建設仮勘定

２ その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）理工系学部整備充実資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）高槻新キャンパス整備資金引当特定資産

（１４）第３号基本金引当特定資産

（１５）総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金

（１６）危機対応資金引当特定預金

（１７）ＩＴ化推進引当特定資産

� 流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ８３３，１２６

△ ６５８，２６０

△ ２５２，６０３

７７，７３７

３５４，３１５

△ ８３，０００

２７１，４００

１０６，９１５

２，０００

５７，０００

△ ４７８，８１１

１９年度末

１１，９５３，４５５

４，３４１，１６０

６，８０２，３２１

８０９，９７４

８，００２，０５０

７４１，２６０

７５９，２０３

６，１３５，１４０

４１，０００

３２５，４４７

１９，９５５，５０５

２０年度末

１１，１２０，３２９

３，６８２，９００

６，５４９，７１８

８８７，７１１

８，３５６，３６５

６５８，２６０

１，０３０，６０３

６，２４２，０５５

４３，０００

３８２，４４７

１９，４７６，６９４

科 目

� 固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

� 流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

負 債 の 部 合 計

基本金の部
増 減

１１，６６２，５１２

△ ９０１，０００

１，０４２，１８４

７６，０００

１１，８７９，６９６

１９年度末

１４５，９０１，１６４

９，１５１，０００

１７，５６５，５３２

２，５５３，０００

１７５，１７０，６９６

２０年度末

１５７，５６３，６７６

８，２５０，０００

１８，６０７，７１６

２，６２９，０００

１８７，０５０，３９２

科 目

第１号基本金

第２号基本金

第３号基本金

第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ８，８５４，５２２

△ ８，８５４，５２２

増 減

２，５４６，３６３

１９年度末

△ １３，４３４，５００

△ １３，４３４，５００

１９年度末

１８１，６９１，７０１

２０年度末

△ ２２，２８９，０２２

△ ２２，２８９，０２２

２０年度末

１８４，２３８，０６４

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

８，８５４，５２２，０００

１９年度予算

１３，４３４，５００，０００

２０年度予算

２２，２８９，０２２，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

増 減

１，７３０，９６０，０００
７，１２３，５６２，０００

１９年度予算

７，１２３，５６２，０００
６，３１０，９３８，０００

２０年度予算

８，８５４，５２２，０００
１３，４３４，５００，０００

科 目

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
増 減

９２０，５８６，０００
９５３，２４１，０００
２５７，９９６，０００
８５，３３３，０００
４２，０６５，０００

△ ４２２，８６９，０００
４，８２０，０００

１，４１４，９０８，０００
４０，０３３，０００
２４０，９７９，０００
３３，７２４，０００

△ １，６４６，０００
△ ３０，８８１，０００

１２４，０６４，０００
２９，５２８，０００

△ ９，６９５，０００
１１，１９５，０００
１７２，００３，０００
１，３８３，０００

△ １２３，３０３，０００
９７１，０００

８６８，７０４，０００
１６，６４８，０００
３６，０００

１，３１０，０００
２６，５２５，０００
１００，０００

１，６６３，０００
１１，５６７，０００

１２１，１４８，０００
２，８５４，０００

１９年度予算

１９，４２１，２６６，０００
１２，３５８，８３２，０００
６，０２０，１００，０００
８５，５４１，０００
３４，６０１，０００
８２５，７７２，０００
９６，４２０，０００

１６，２００，８９３，０００
４１７，２６６，０００

１，８３６，６４７，０００
３００，７３４，０００
４１８，５０３，０００
２９９，０２２，０００
６５５，０７５，０００
２５３，６８３，０００

１，１３０，１６８，０００
５，５９０，０００

４，９０８，７５８，０００
８１８，２９９，０００
１３０，３４７，０００
６２，０９１，０００

３，４９１，８７３，０００
１，２０３，８２８，０００

３６，０００
６，５８１，０００

１４５，８７４，０００
９，２１５，０００
１９，５３５，０００
８７，７６８，０００

１，８３６，９３０，０００
６１，１５７，０００

２０年度予算

２０，３４１，８５２，０００
１３，３１２，０７３，０００
６，２７８，０９６，０００
１７０，８７４，０００
７６，６６６，０００
４０２，９０３，０００
１０１，２４０，０００

１７，６１５，８０１，０００
４５７，２９９，０００

２，０７７，６２６，０００
３３４，４５８，０００
４１６，８５７，０００
２６８，１４１，０００
７７９，１３９，０００
２８３，２１１，０００

１，１２０，４７３，０００
１６，７８５，０００

５，０８０，７６１，０００
８１９，６８２，０００
７，０４４，０００
６３，０６２，０００

４，３６０，５７７，０００
１，２２０，４７６，０００

７２，０００
７，８９１，０００

１７２，３９９，０００
９，３１５，０００
２１，１９８，０００
９９，３３５，０００

１，９５８，０７８，０００
６４，０１１，０００

科 目

人件費
教員人件費
職員人件費
役員報酬
退職金
退職給与引当金繰入額
関西大学退職年金引当
金繰入額

教育研究経費
旅費交通費
消耗品費
印刷・製本費
研究補助費
教育等補助費
奨学費
通信運搬費
光熱水費
広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
賃借料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

管理経費
旅費交通費

増 減

５，０１６，０００
△ １，７８０，０００

２３，３６９，０００
１，４３１，０００
３，８２５，０００
９４２，０００
８００，０００

７，７１８，０００
１，１９０，０００
９，１８７，０００
３２，０００
７３１，０００

２６，２８８，０００
△ ９０，０００
△ ９８４，０００

５，５０３，０００
５，３３９，０００

△ ３００，０００
１，７０４，０００
２８，３７３，０００

△ １２，８８６，０００
△ １２，８８６，０００

△ ３１５，９９６，０００
△ ２９０，６５２，０００
△ ２５，８１１，０００
△ ８０２，０００

１，２６９，０００

０

０

２，１２７，７６０，０００

１９年度予算

５１，９０３，０００
２４，３１９，０００
９４，３１５，０００
２８６，３４８，０００
５０，２２３，０００
３２，７１６，０００
１，４１６，０００

２５８，９７９，０００
１７９，５４０，０００
５６，９３５，０００

０
５，２４１，０００

６１１，３４１，０００
１２，６５４，０００
１０，２５７，０００
２０，６１７，０００
４０，３４５，０００
１０，４２１，０００
１１，２７８，０００
１６，９２５，０００

１３８，３６６，０００
１３８，３６６，０００

３４１，７６７，０００
２９０，６５２，０００
２５，８１１，０００
２１，９９４，０００

３１０，０００

３，０００，０００

６００，０００，０００

３８，５３９，２２２，０００

２０年度予算

５６，９１９，０００
２２，５３９，０００
１１７，６８４，０００
２８７，７７９，０００
５４，０４８，０００
３３，６５８，０００
２，２１６，０００

２６６，６９７，０００
１８０，７３０，０００
６６，１２２，０００
３２，０００

５，９７２，０００
６３７，６２９，０００
１２，５６４，０００
９，２７３，０００
２６，１２０，０００
４５，６８４，０００
１０，１２１，０００
１２，９８２，０００
４５，２９８，０００

１２５，４８０，０００
１２５，４８０，０００

２５，７７１，０００
０
０

２１，１９２，０００

１，５７９，０００

３，０００，０００

６００，０００，０００

４０，６６６，９８２，０００

科 目

福利厚生費
年金
消耗品費
印刷・製本費
通信運搬費
光熱水費
補助費
広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
賃借料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

借入金等利息
借入金利息

資産処分差額
建物処分差額
構築物処分差額
教育研究用機器備品処
分差額
その他の機器備品処分
差額
図書処分差額

予備費

消費支出の部合計

増 減

９８１，８９１，０００
８７５，４４７，０００

△ ２９，８７０，０００
△ ７，０１９，０００

１２０，７０３，０００
２２，６３０，０００

１９７，２９１，０００
１９５，７００，０００

△ ２５１，０００
△ ４６３，０００

１，８５８，０００

４４７，０００

△ ２０２，２００，０００
△ ２０２，２００，０００

０

３０６，０５６，０００
２０，０３３，０００
２８６，０２３，０００

８７，０７２，０００
１，６２６，０００
５０７，０００

△ ２４，７３３，０００
１，４４９，０００

２００，０００

△ ２４２，０００

１４４，０００

１９年度予算

３２，６０１，５６９，０００
２４，１４６，２６７，０００
２，６０６，２９０，０００
８０６，１０３，０００

４，９３５，７５９，０００
１０７，１５０，０００

２，４６２，７１８，０００
２，４３３，４９０，０００
１，４７１，０００
１４，９０３，０００
５，８８５，０００

６，９６９，０００

５６４，２００，０００
４４２，２００，０００
１２２，０００，０００

４，０５２，１９２，０００
３，５０２，０９８，０００
５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００
６２，６６４，０００
５，９５３，０００

３５７，４４９，０００
２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

０

２０年度予算

３３，５８３，４６０，０００
２５，０２１，７１４，０００
２，５７６，４２０，０００
７９９，０８４，０００

５，０５６，４６２，０００
１２９，７８０，０００

２，６６０，００９，０００
２，６２９，１９０，０００
１，２２０，０００
１４，４４０，０００
７，７４３，０００

７，４１６，０００

３６２，０００，０００
２４０，０００，０００
１２２，０００，０００

４，３５８，２４８，０００
３，５２２，１３１，０００
８３６，１１７，０００

１，１９２，１５２，０００
６４，２９０，０００
６，４６０，０００

３３２，７１６，０００
３，７５１，０００

１，２００，０００

０

１４４，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験
実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
理工系学部整備充実資金
引当特定資産運用収入

増 減

３７５，０００

１７，０５０，０００

５３，８５４，０００

△ １７４，０００

△ １３８，０００

１，２００，０００

２，０００，０００

１５，７６０，０００

１８，１９４，０００

７２，６０６，０００

７６，５９６，０００

△ ３，９９０，０００

４０，７１５，０００

５５，２２４，０００

△ １，３４１，０００

△ １３，１６８，０００

△ １３２，８９４，０００

△ ２７５，７６０，０００

１４２，８６６，０００

１，３５０，５３７，０００

△ ９５３，７３７，０００

３９６，８００，０００

１９年度予算

３００，０００

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００

１０９，８５５，０００

４，６８９，０００

０

４，６８９，０００

６７３，６２３，０００

４０３，３１０，０００

１０，１３３，０００

２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００

７６３，３５２，０００

１１４，１９６，０００

４２，３４１，６１９，０００

△１０，９２５，９５９，０００

３１，４１５，６６０，０００

２０年度予算

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

０

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

１１５，５７１，０００

１２８，０４９，０００

７７，２９５，０００

７６，５９６，０００

６９９，０００

７１４，３３８，０００

４５８，５３４，０００

８，７９２，０００

２４７，０１２，０００

７４４，６５４，０００

４８７，５９２，０００

２５７，０６２，０００

４３，６９２，１５６，０００

△１１，８７９，６９６，０００

３１，８１２，４６０，０００

科 目

高中施設整備資金引当

特定資産運用収入

高槻新キャンパス整備資

金引当特定資産運用収入

第３号基本金引当特定

資産運用収入

未使用基金果実引当特

定預金運用収入

総合情報学部Ｅ棟／教室棟借

入返済資金特定預金運用収入

危機対応資金引当特定

預金運用収入

ＩＴ化推進引当特定資

産運用収入

受取利息・配当金

施設設備利用料

資産売却差額

土地売却差額

有価証券売却差額

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支予予算算書書
３

収
支
予
算
書

予
算
時
も
年
度
末
財
政
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く

消消費費収収支支予予算算書書

予予想想貸貸借借対対照照表表
（６）平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号（７）
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収支差額�
△281,587円�

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の予算額を、科目ごとにそれぞれ予算学生数31,445人（大学院・学
部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものである。�

　　　２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、または
将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額である。�

（消費支出＋基本金組入額）� （帰属収入）�

人件費�
（38.8％）�
648,374円�

教育研究�
経費�

（33.5％）�
559,807円�

管理経費�
（3.7％）�
61,829円�

その他�
（1.4％）�
23,395円�

基本金�
組入額�
（22.6％）�
377,661円�

一人当たり�
支出計�

1,671,066円�

学生生徒等�
納付金�
（77.0％）�
1,069,899円�

手数料�
（6.1％）�
84,758円�

補助金�
（10.0％）�
138,948円�

資産運用収入�
（2.7％）�
37,516円�

その他�
（4.2％）�
58,358円�

一人当たり�
収入計�

1,389,479円�

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
五
百
九
億

三
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。資

金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
も
含

め
、
五
百
四
十
二
億
九
千
九
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
差
し
引
き
当
年
度
不
足
資

金
三
十
三
億
六
千
万
円
は
、
前

年
度
繰
越
支
払
資
金
か
ら
充
て

る
こ
と
に
な
り
、
次
年
度
繰
越

支
払
資
金
は
百
四
十
七
億
七
千

五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
実
験

・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な
ど

で
す
。
社
会
・
経
済
情
勢
を
勘

案
し
、
政
策
創
造
・
シ
ス
テ
ム

理
工
・
環
境
都
市
工
・
化
学
生

命
工
学
部
の
初
年
度
学
費
は
前

年
度
額
を
踏
襲
し
、
ま
た
、
既

存
学
部
（
法
・
文
・
経
済
・
商

・
社
会
・
総
合
情
報
学
部
）
学

費
も
、
初
年
度
学
費
を
平
成
十

二
年
度
か
ら
据
え
置
い
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
二
十
年
度
も
据

え
置
き
ま
し
た
。

手
数
料
収
入
は
、
入
学
検
定

料
が
主
な
も
の
で
す
。
大
学
院

（
法
科
大
学
院
、
会
計
専
門
職

大
学
院
お
よ
び
平
成
二
十
一
年

度
開
設
予
定
の
大
学
院
心
理
学

研
究
科
心
理
臨
床
学
専
攻
含

む
。）
二
千
十
人
、
学
部
八
万

人
、
第
一
高
等
学
校
四
百
人
、

北
陽
高
等
学
校
四
百
八
十
人
、

第
一
中
学
校
六
百
人
、
幼
稚
園

八
十
人
を
見
込
み
ま
し
た
。

補
助
金
収
入
は
、
大
学
へ
の

国
の
経
常
費
補
助
金
と
高
校
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大
阪
府

の
経
常
費
補
助
金
が
主
な
収
入

で
す
。

人
件
費
支
出
は
、
教
員
人
件

費
、
職
員
人
件
費
、
役
員
報

酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各

設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動
に

必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託
費

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
、
学
生
募

集
に
係
る
経
費
お
よ
び
法
人
の

運
営
費
な
ど
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
、
高
槻
新

キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
お
よ
び
体

育
・
厚
生
棟
建
築
工
事
、
第
二

学
舎
二
号
館
建
て
替
え
工
事
、

校
友
・
父
母
会
館
建
築
工
事
、

総
合
研
究
室
棟
建
築
工
事
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ア
ク
セ
ス
整
備
（
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
）
工
事
、

北
陽
中
学
校
校
舎
建
築
工
事
な

ど
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
、
全
学
Ｉ

Ｔ
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
総
合
研
究
室
棟
建
築
工
事
に

伴
う
機
器
備
品
購
入
な
ど
で

す
。

平
成
二
十
年
度
資
金
収
支
予
算
は
、『
資
金
収
支
予

算
書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
し
た
も
の

が
�
表
１
�
で
す
。

平
成
二
十
年
度
消
費
収
支
予
算
は
、『
消
費
収
支
計

算
書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
す
る
と
、

�
表
２
�
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
四
百
三
十
六
億
九
千
二
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
十
三
億
五
千
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額

は
、
施
設
設
備
あ
る
い
は
将
来

の
施
設
取
得
に
係
る
積
立
金
や

基
金
な
ど
に
充
当
す
る
も
の

で
、
百
十
八
億
八
千
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
九
億
五

千
四
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組

入
額
を
控
除
し
て
消
費
支
出
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
費

収
入
は
、
三
百
十
八
億
一
千
二

百
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比

較
で
三
億
九
千
六
百
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

消
費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
四
百
六
億
六
千
六
百
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
二

十
一
億
二
千
六
百
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
度

予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の
均

衡
状
況
を
あ
ら
わ
す
消
費
支
出

超
過
額
は
、
八
十
八
億
五
千
四

百
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比

較
で
十
七
億
三
千
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
次

年
度
へ
繰
越
す
こ
と
に
な
る
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
百
三
十
四
億
三
千
五
百
万
円

に
、
当
年
度
消
費
支
出
超
過
額

八
十
八
億
五
千
四
百
万
円
を
加

え
二
百
二
十
二
億
八
千
九
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
、
借
り
入
れ
た

借
入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る

基
本
金
未
組
入
額
が
四
十
三
億

四
千
七
百
万
円
あ
り
、
こ
の
二

つ
を
あ
わ
せ
た
二
百
六
十
六
億

三
千
六
百
万
円
が
実
質
上
の
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
と
な
り
ま

す
。な

お
、
予
想
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
平
成
二
十
年
度
末
借

入
金
残
高
は
、
当
年
度
中
の
償

還
分
を
差
引
き
、
前
年
度
よ
り

七
億
四
千
百
万
円
減
の
四
十
三

億
四
千
百
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
法
人
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学

校
法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資

産
を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属

収
入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も

っ
て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維

持
す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ

が
「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関

西
大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入

額
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、
減
価
償
却
額
が
含
ま
れ

ま
す
。

（
注
）
関
西
大
学
北
陽
高
等
学

校
に
関
連
す
る
予
算
に
つ
い

て
は
、
資
金
収
支
予
算
お
よ

び
消
費
収
支
予
算
に
計
上
し

て
い
ま
す
。な
お
、学
校
法
人

福
武
学
園
と
の
合
併
に
伴
い

承
継
す
る
資
産
、
負
債
お
よ

び
基
本
金
の
残
高
は
、
平
成

十
九
年
度
決
算
を
も
っ
て
確

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（阪急電鉄「関大前駅」南出口
からエスカレーター設置）

四
年
制
私
立
大
学
の
四
割
近

く
が
定
員
割
れ
す
る
い
ま
、
本

学
は
こ
の
状
況
を
「
危
機
こ
そ

好
機
」
と
捉
え
、
国
家
・
社
会

の
形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る

強
い
関
大
人
を
育
成
す
る
「
二

十
一
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ
と

成
熟
・
飛
翔
し
て
い
く
た
め
、

「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」の

三
つ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

経
営
と
教
学
が
一
体
と
な
っ
て

さ
ら
に
「
強
い
関
西
大
学
」
の

構
築
に
向
け
て
邁
進
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
以
降
の
財
政

見
通
し
は
、
将
来
構
想
を
見
据

え
て
実
施
す
る
事
業
計
画
に
よ

る
支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、
収
入
財
源
は
、
十
八
歳

人
口
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
影

響
を
受
け
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
を
中
心
と
す
る
帰
属
収
入
の

確
保
が
次
第
に
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
私
立
大
学

を
取
り
巻
く
今
日
的
な
状
況
お

よ
び
本
学
財
政
の
現
況
と
将
来

予
測
を
踏
ま
え
、
各
設
置
学
校

の
財
政
的
自
立
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
関
係

者
の
み
な
さ
ま
方
の
大
学
財
政

に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

なお、「関西大学ウェブ
サイト」にも財務情報を
掲載していますので、ご
覧ください。
http���www.kansai�u.ac.
jp�zaimu�

�表１� 資金収支予算総括表 （単位 百万円）

増減

△４，４７０

４，９７６

３，８６６

１，１１０

△３，３６０

（注）平成１９年度予算は、第１次補正後予算です（以下同じ）。

�表２� 消費収支予算総括表 （単位 百万円）

増減

１，３５０

△９５４

３９６

２，１２６

△１，７３０

△７，１２４

△８，８５４

平成１９年度予算

２２，６０５

４５，９６３

５０，４３３

△４，４７０

１８，１３５

平成１９年度予算

４２，３４２

△１０，９２６

３１，４１６

３８，５４０

△７，１２４

△６，３１１

△１３，４３５

平成２０年度予算

１８，１３５

５０，９３９

５４，２９９

△３，３６０

１４，７７５

平成２０年度予算

４３，６９２

△１１，８８０

３１，８１２

４０，６６６

△８，８５４

△１３，４３５

△２２，２８９

科目

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目

Ａ 帰 属 収 入

Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消 費 収 入（ Ａ ＋ Ｂ ）

Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差 額

翌年度繰越消費収支差 額

当
年
度

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

４

収
支
予
算
の
概
要

５

お
わ
り
に

（８）平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号
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経
営
理
念

学
校
法
人
関
西
大
学
第
十
五
期
理
事

会
は
、
平
成
十
七
年
五
月
十
二
日
に
、

「
関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本
方
針

―
『
強
い
関
西
大
学
』
の
構
築
に
向
け

て
―
」
を
学
内
外
に
公
表
し
た
。

「
経
営
理
念
」
に
お
い
て
は
、

「『
知
』
の
世
紀
を
リ
ー
ド
し
、
新
し
い

み
な
ぎ

『
公
共
』
を
創
造
す
る

力
漲
る
二
十

一
世
紀
型
総
合
学
園
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
各
設
置
学
校
に

お
け
る
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
。

な
か
で
も
、
関
西
大
学
が
め
ざ
す
べ

き
個
性
・
特
色
と
し
て
、「
教
育
」「
研

究
」「
社
会
貢
献
」
を
本
学
に
課
せ
ら
れ

た
三
つ
の
使
命
と
位
置
づ
け
た
上
で
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
創
造

性
に
富
ん
だ
人
材
、
国
や
地
域
、
社
会

の
発
展
に
主
体
的
に
参
画
す
る
「
強
い

関
大
人
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
。

②
基
本
方
針

こ
の
経
営
理
念
を
実
現
す
る
上
で
必

要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
行
す

る
た
め
に
、
経
営
事
項
・
教
学
事
項
そ

れ
ぞ
れ
の
「
基
本
方
針
」
を
策
定
し

た
。
と
り
わ
け
、
財
政
基
盤
の
安
定
を

経
営
の
根
幹
と
と
ら
え
つ
つ
、
組
織
・

人
事
、
施
設
・
設
備
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
な
ど

の
各
機
能
が
経
営
理
念
の
実
現
を
下
支

え
す
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
経
営
、

教
学
が
中
長
期
的
に
め
ざ
す
べ
き
具
体

的
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。

【
経
営
事
項
】

▽
Ｕ
Ｓ
Ｒ
（
大
学
の
社
会
的
責
任
）
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築

・
経
営
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立

・
大
学
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
推
進

・
全
学
体
制
樹
立
へ
の
構
成
員
（
学

内
構
成
員
）
の
意
識
改
革

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
説

明
責
任
と
情
報
の
開
示

▽
財
政
基
盤
の
確
立

▽
学
生
支
援
の
向
上
お
よ
び
事
務
の
効

率
化
の
た
め
の
事
務
組
織
改
革

▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
し
た
情
報

発
信

▽
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
推
進

▽
堺
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮
称
）構
想
の
推
進

▽
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

策
定

▽
幼
稚
園
の
経
営
改
善

【
教
学
事
項
】

▽
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立

▽
教
学
組
織
の
改
革

▽
教
員
組
織
の
改
革

▽
改
組
・
改
編
な
ど
既
存
学
部
・
研
究

科
の
改
革
推
進

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
へ
の
積
極
的
申
請

▽
重
点
化
に
よ
る
世
界
水
準
の
研
究
と

外
部
資
金
の
獲
得

▽
研
究
支
援
体
制
の
整
備
充
実
お
よ
び

研
究
所
の
統
合

▽
国
際
交
流
の
新
た
な
展
開

▽
地
域
連
携
の
推
進

▽
学
生
・
生
徒
の
課
外
活
動
の
振
興

▽
入
学
試
験
制
度
改
革

▽
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

▽
Ｉ
Ｔ
ト
ー
タ
ル
化
の
推
進

▽
産
学
官
連
携
と
知
財
戦
略
の
推
進

▽
高
大
連
携
の
推
進

▽
中
高
大
十
年
一
貫
教
育
の
検
討

教
学
事
項
の
基
本
方
針
に
は
、
平
成

十
七
年
一
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
七
つ
の
機
能
の
う
ち
、

総
合
大
学
で
あ
る
関
西
大
学
が
「
個
性

輝
く
大
学
」
と
し
て
特
色
を
明
確
化
す

べ
く
、答
申
で
示
さ
れ
た
機
能
を
取
捨
選

択
す
る
形
で
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

③
長
期
的
視
点

に
よ
る
構
想

学
校
法
人
制
度
の
改
善
を
期
す
る
私

立
学
校
法
の
改
正
、
国
立
大
学
の
法
人

化
は
、
戦
略
思
考
に
裏
づ
け
ら
れ
た
経

営
の
発
揮
を
教
育
機
関
に
求
め
て
い

る
。
こ
の
要
請
に
応
え
る
に
は
中
長
期

的
な
経
営
課
題
を
探
求
し
、
解
決
に
至

る
目
標
を
設
定
し
、
迅
速
に
達
成
す
る

体
制
の
構
築
と
構
成
員
の
情
熱
が
不
可

欠
で
あ
る
。

本
法
人
は
、
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
責

任
を
果
た
す
た
め
、
中
長
期
戦
略
構
想

策
定
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
経

営
戦
略
課
題
を
探
求
し
つ
つ
、
中
長
期

の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
現
在
努
力
を
続
け
て
い
る
。
な
か

で
も
（
ア
）
新
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
実
施
（
イ
）
高
槻
新
キ
ャ

ン
パ
ス
構
想
（
ウ
）
既
存
学
部
、
研
究

科
の
改
編
を
伴
う
新
学
部
、
研
究
科
設

立
に
よ
る
成
長
と
発
展
（
エ
）
キ
ャ
ン

パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
築

（
オ
）
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
「
戦

略
的
中
長
期
構
想
」
の
策
定
、
の
五
事

業
は
最
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

（
ア
）
新
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
実
施

平
成
十
七
年
四
月
の
私
立
学
校
法
の

改
正
に
伴
い
、
理
事
会
を
最
高
意
思
決

定
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、
か
つ
理
事

長
を
最
高
執
行
責
任
者
と
す
る
こ
と
な

ど
権
限
が
明
確
化
さ
れ
た
。
本
法
人
お

よ
び
設
置
学
校
が
、
教
育
・
研
究
機
関

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め

に
は
経
営
と
教
学
の
連
携
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
、
意
思
決
定
を
迅
速
に
行

い
、
か
つ
適
切
に
執
行
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
理
事

会
の
諮
問
機
関
と
し
て
寄
附
行
為
改
正

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
法
人
お
よ
び

教
学
を
包
含
し
た
新
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
寄
附
行
為
の
改
正
手
続
に
つ
い
て

は
す
で
に
終
え
、
平
成
二
十
年
十
月
の

次
期
理
事
会
に
合
わ
せ
て
移
行
す
る
べ

く
、
規
程
等
の
改
廃
を
行
う
。

（
イ
）
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

初
等
教
育
か
ら
大
学
院
・
社
会
人
教

育
ま
で
の
生
涯
一
貫
教
育
構
想
を
実
現

す
る
本
構
想
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一

年
度
に
認
可
申
請
を
行
い
、
平
成
二
十

二
年
四
月
に
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

置
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
具
体
化
を
図

っ
て
い
る
。
現
在
の
検
討
経
過
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ

初
等
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の
一
貫

教
育
を
実
践
す
る
意
義
を
最
大
限
に

発
揮
し
、「
確
か
な
学
力
」「
国
際
理

解
力
」「
情
感
豊
か
な
心
」「
健
や
か

な
体
」
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
バ
ラ

ン
ス
よ
く
高
め
る
こ
と
で
人
間
力
の

基
礎
と
な
る
部
分
を
養
う
、
そ
し
て

「
高
い
人
間
力
」（
�
高
い
倫
理
観
と

品
格
）
を
有
し
た
人
格
を
形
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
「
た
く
ま
し
さ
」と「
し
な
や

か
さ
」を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。

ｂ

新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、「
安
全
」「
防

災
」「
危
機
管
理
」
に
関
わ
る
新
学
部

・
大
学
院
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
わ

が
国
に
お
け
る
「
安
全
を
脅
か
す
さ

ま
ざ
ま
な
今
日
的
問
題
」
に
対
応

し
、
問
題
を
解
決
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
安
心
・
安
全

で
質
の
高
い
生
活
の
で
き
る
国
」
の

実
現
に
貢
献
す
る
。

ｃ

施
設
・
設
備
面
で
は
、
教
育
施
設

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
貢
献

に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
得
る
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
か
ら
市
民

へ
の
「
知
の
還
元
」
と
し
て
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
る
よ
う
学
舎
内
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
。

（
ウ
）
既
存
学
部
、
研
究
科
の
改
編
を

伴
う
新
学
部
、
研
究
科
設
立
に
よ
る

成
長
と
発
展

平
成
十
九
年
度
に
は
、
政
策
創
造
学

部
の
設
置
、
工
学
部
の
理
工
系
三
学
部

へ
の
再
編
を
行
い
、
平
成
二
十
年
四
月

に
は
心
理
学
研
究
科
の
設
置
を
行
っ

た
。
な
お
、
心
理
学
研
究
科
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
新
専
攻
と

し
て
臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
「
心
理

臨
床
学
専
攻
」
を
設
置
す
る
。
平
成
二

十
二
年
四
月
に
は
、
本
学
の
大
阪
南
部

の
拠
点
と
し
て
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仮

称
）
を
設
置
し
、
健
康
文
化
学
部
（
仮

称
）
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
学

部
に
つ
い
て
は
、「
健
康
福
祉
領
域
」「
健

康
と
ユ
ー
モ
ア
科
学
領
域
」「
ス
ポ
ー
ツ

・
身
体
文
化
領
域
」
に
よ
っ
て
構
成

し
、
人
間
生
活
と
身
体
に
関
わ
る
多
様

な
関
係
性
を
「
健
康
文
化
」
と
い
う
観

点
か
ら
幅
広
く
捉
え
、
理
論
と
実
際
を

統
合
し
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
は
、
共
同

学
部
設
置
に
つ
い
て
の
法
律
制
定
を
受

け
て
、
関
西
大
学
、
大
阪
医
科
大
学
、

大
阪
薬
科
大
学
の
三
者
で
生
命
科
学
系

学
部
の
設
置
を
具
体
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
他
、
時
代
が
求
め

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
既

存
学
部
改
編
を
伴
う
新
学
部
構
想
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

（
エ
）
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
構
築

施
設
面
で
は
、
千
里
山
丘
の
森
キ
ャ

ン
パ
ス
構
想
に
基
づ
き
、
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
向
上
、
安
心
長
寿
命
キ
ャ
ン
パ
ス
の

形
成
に
注
力
し
て
い
る
。
同
構
想
に
よ

っ
て
第
二
学
舎
二
号
館
を
建
て
替
え
、

ま
た
第
四
学
舎
の
中
庭
整
備
、
校
友
・

父
母
会
館
の
建
築
、
研
究
環
境
向
上
の

た
め
の
総
合
研
究
室
棟
の
建
築
を
行

う
。
今
後
と
も
さ
ら
に
こ
の
構
想
に
よ

っ
て
策
定
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス

施
設
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

は
、
関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
に
続
い

て
、
関
西
大
学
北
陽
中
学
校
を
開
設
す

る
。
両
校
の
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

を
図
る
た
め
に
、
校
地
の
拡
充
お
よ
び

中
学
校
校
舎
の
建
築
を
行
う
。

（
オ
）
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
「
戦

略
的
中
長
期
構
想
」
の
策
定

平
成
十
九
年
度
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
検

討
委
員
会
に
よ
り
、
十
年
後
の
関
西
大

学
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
学
園
の

指
針
に
つ
い
て
、
検
討
結
果
を
ま
と

め
、
関
西
大
学
戦
略
会
議
に
答
申
を
行

っ
た
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
学
園
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、「
戦
略
的
中
長

期
構
想
」
を
策
定
す
る
。

④
行
動
計
画

中
長
期
戦
略
構
想
策
定
体
制
の
も
と

に
お
い
て
平
成
二
十
年
度
版
行
動
計
画

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、「
経
営
理
念
・

基
本
方
針
」
に
沿
っ
た
改
革
事
項
を
策

定
し
た
。
紙
数
の
関
係
か
ら
、
学
校
法

人
お
よ
び
大
学
全
体
に
関
わ
る
も
の
の

み
を
示
す
。
各
学
部
・
研
究
科
、
併
設

学
校
の
具
体
的
な
行
動
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
関
西
大
学

の
経
営
理
念
・
基
本
方
針
」（h

ttp��
�w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�k

i
k
ak
u�k
u�
k
eieirin

en�

）
の

「
平
成
二
十
年
度
版
行
動
計
画
」
に
お

い
て
詳
細
を
公
開
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
そ

ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
「
行
動
計
画
」
は
、

平
成
十
七
年
五
月
に
公
表
し

た
「
関
西
大
学
の
経
営
理
念

・
基
本
方
針
―
『
強
い
関
西

大
学
』の
構
築
に
向
け
て
―
」

に
基
づ
き
、本
学
に
お
け
る
経

営
・
教
学
事
項
に
つ
い
て
、
学

内
状
況
は
も
と
よ
り
、
大
学

を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情

勢
を
も
総
合
的
に
勘
案
し
て

改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
短

期
一
年
（
平
成
二
十
年
度
）、

中
期
四
年
（
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま

で
）
の
行
動
施
策
と
し
て
更

新
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

【経 営】
（１）新ユニバーシティ・ガバナンスの実施
（２）関西大学の長期ビジョン（１０年後の学園将来像）の公表

並びに「戦略的中長期構想」の策定
（３）高槻新キャンパス構想の具体化（平成２２年４月開設）
（４）新学部の設置構想の具体化
（５）関西大学北陽高等学校の開設
（６）関西大学北陽中学校の開設準備
（７）北陽キャンパスの校地拡充
（８）大学教育職員の新定年制度の施行
（９）全学ＩＴトータルシステムの構築（平成２３年３月完成）
（１０）キャンパスグランドデザインに基づく学内施設の戦略的

整備
�総合研究室棟の建築
�校友・父母会館の建築
�第４学舎２号館研究棟別館改修に伴う中庭整備
�千里山キャンパスのアクセス改善のためのエスカレータ
ー新設
�第２学舎２号館（経済学部、商学部、会計専門職大学院

等が使用）建て替え（平成２０～２１年度建築実施）
（１１）学校法人関西大学および法人が設置する学校における危

機管理体制の構築
（１２）学生・教職員の健康管理体制の確立（特定検診の実施、

感染症予防の啓発充実の検討・実施）
（１３）東京センターにおける都民対象の公開講座の新設

【大 学】
（１）自己点検・評価体制の見直し
（２）大学院の将来像についての検討
（３）教学ガバナンスの再構築に伴う新たな意思決定システム

への移行
（４）教育推進部、研究推進部、社会連携部、国際部の設置
（５）高大接続パイロット校制度の充実
（６）全学共通科目の充実
（７）競争的資金獲得にむけた積極的な取り組みの推進
（８）教育研究の充実に係る人的基盤の強化（教員組織充実策

の検討）
（９）心理学研究科に心理臨床学専攻を設置（平成２１年４月開

設）
（１０）留学生別科の設置検討
（１１）新学部設置にむけた取り組みの推進

【経 営】
（１）高槻新キャンパス構想の推進（平成２２年４月開設）
（２）新学部の設置
�外国語学部（仮称）（平成２１年４月）
�大阪医科大学および大阪薬科大学との共同学部（生命科
学系学部）（平成２２年４月）
�堺キャンパス健康文化学部（仮称）（平成２２年４月）

（３）関西大学北陽中学校の開設（平成２２年４月開設）
（４）高等学校・中学校教諭の定年制度改善
（５）全学ＩＴトータルシステムの構築（平成２３年３月完成）
（６）キャンパスグランドデザインに基づく学内施設の戦略的

整備
�第２学舎２号館（経済学部、商学部、会計専門職大学院
等が使用）建て替え（平成２１年度竣工）
�関西大学北陽中学校校舎建築（平成２１年度竣工）

【大 学】
（１）教育研究の充実に係る人的基盤の強化（教員組織充実策

の検討）
（２）心理学研究科に心理臨床学専攻を設置（平成２１年４月開設）
（３）留学生別科の設置検討
（４）新学部設置にむけた取り組みの推進

「
関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本
方
針
」に
基
づ
く

中中中中中中中中中中中中期期期期期期期期期期期期４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年のののののののののののの計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１～～～～～～～～～～～～２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度））））））））））））

�強い関西大学�の構築に向けて

短短短短短短短短短短短短期期期期期期期期期期期期１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年のののののののののののの計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２００００００００００００年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度））））））））））））

「平成２０年度版行動計画」の詳細はこちらからご覧いただけます。
http���www.kansai�u.ac.jp�kikaku�ku�keieirinen�

（１０）平成２０年（２００８年）５月１６日第 ３５３ 号
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こ
の
制
度
は
、
課
外
活
動
や

自
主
活
動
に
お
い
て
、
優
れ
た

実
績
を
残
し
た
学
生
、
ま
た
は

優
れ
た
企
画
を
有
す
る
学
生
を

評
価
し
、
奨
励
金
を
も
っ
て
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
要

領
で
募
集
し
て
い
る
の
で
、
学

生
諸
君
に
は
奮
っ
て
応
募
し
て

ほ
し
い
。

【
応
募
要
領
（
企
画
部
門
）】

応
募
資
格

本
学
に
在
学
す
る
学
生
ま
た

は
所
属
す
る
団
体
の
う
ち
、
文

化
、
学
術
、
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
の
分
野
に
お
い

て
、
優
れ
た
企
画
を
有
す
る
個

人
ま
た
は
団
体
。

応
募
方
法

所
定
の
「
活
動
計
画
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口

へ
提
出
。

応
募
期
間

五
月
七
日
（
水
）
〜
五
月
三

十
日
（
金
）

対
象
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日

（
火
）
〜
平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
（
火
）

奨
励
金

個
人
は
二
十
万
円
を
上
限
と

し
て
企
画
内
容
に
よ
り
決
定
。団

体
は
企
画
内
容
に
よ
り
決
定
。

実
績
を
評
価
す
る
「
業
績
部

門
」
も
あ
り
。
詳
し
く
は
、
学

生
生
活
課
ま
た
は
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
オ
フ
ィ
ス
ま
で
問
い
合
わ

せ
の
こ
と
。
（
学
生
生
活
課
）

本
学
で
は
、
夏
季
休
業
期
間

の
約
一
カ
月
間
、
以
下
の
八
大

学
で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
き

た
語
学
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

な
く
、
外
国
の
文
化
・
歴
史
、

生
活
習
慣
や
考
え
方
を
自
分
の

感
性
で
受
け
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

ほ
と
ん
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

一
部
期
間
教
職
員
も
同
行
し
、

現
地
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
に
は
二

単
位
が
与
え
ら
れ
る
（
入
学
年

度
・
学
部
に
よ
り
単
位
の
取
り

扱
い
が
異
な
る
の
で
、
『
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
で
確
認
の

こ
と
）
。

応
募
資
格
は
い
ず
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
「
希
望
語
種
の
学
習
歴

が
あ
る
学
部
、
大
学
院
生
」
で

あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
総
合
情
報

学
部
オ
フ
ィ
ス
で
五
月
二
十
七

日
（
火
）
ま
で
受
け
付
け
る
。

な
お
、
今
後
の
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
を
中
止
す
る
場
合
も
あ

る
。

�
英
語
�

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

募
集
人
員

三
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
自
炊
寮

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学

募
集
人
員

三
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

募
集
人
員

三
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

ト
ロ
ン
ト
大
学

募
集
人
員

三
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学

募
集
人
員

三
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

�
ド
イ
ツ
語
�

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学

募
集
人
員

二
十
人

大
学
寮

�
ス
ペ
イ
ン
語
�

サ
ン
デ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン

ポ
ス
テ
ラ
大
学

募
集
人
員

二
十
人

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
自
炊
寮

�
朝
鮮
語
�

高
麗
大
学

募
集
人
員

二
十
人

大
学
近
く
の
宿
舎

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

本
年
度
の
春
季
人
権
啓
発
行

事
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を

招
き
、
下
表
の
と
お
り
実
施
さ

れ
る
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

居
住
権
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
差
別

を
考
え
る
「
震
災
と
差
別
」、
フ

ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
に
よ
る
「
薬
害

肝
炎
」
の
テ
ー
マ
を
扱
う
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
報

道
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

行
事
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、「
薬

害
肝
炎
」
に
関
す
る
講
演
が
映

像
中
継
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
人
権
を
考
え
る
』
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

○
重
量
挙
部

武
市
樹
さ
ん
（
商
三
）
が
、

第
五
回
全
日
本
学
生
選
抜
選
手

権
大
会
（
四
月
十
九
、
二
十

日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
記
念

総
合
体
育
館
）
男
子
六
十
九
�

級
で
、
ト
ー
タ
ル
二
百
八
十
一

�
を
マ
ー
ク
、
大
会
新
記
録
で

優
勝
し
た
。

○
水
上
競
技
部

矢
野
友
理
江
さ
ん
（
文
二
）

が
、
第
八
十
四
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
（
四
月
十
五
〜

二
十
日
、
東
京
辰
巳
国
際
水
泳

場
）
で
、
女
子
四
百
�
自
由
形

と
八
百
�
自
由
形
の
二
種
目
に

出
場
し
、
い
ず
れ
も
二
位
と
な

っ
た
。

年
史
資
料
展
示
室
（
簡
文

館
一
階
）
で
は
、
四
月
一
日

か
ら
来
年
三
月
末
日
ま
で
、

本
年
度
企
画
展
「
正
義
を
権

力
よ
り
護
れ
―
児
島
惟
謙
歿

後
百
年
記
念
展
―
」
を
開
催

し
て
い
る
。

明
治
二
十
一
年
、
児
島
惟

謙
が
関
西
法
律
学
校
の
講

師
、
校
主
、
幹
事
に
宛
て
た

書
簡
（
複
製
）
で
は
、
講
師

は
教
育
に
、
職
員
は
会
計
等

の
庶
務
に
専
念
し
、
各
自
の

職
務
分
担
を
明
確
に
し
て
、

本
校
の
発
展
に
力
を
尽
く
す

よ
う
説
い
て
い
る

明
治
二
十
四
年
の
大
津
事

件
で
、
大
審
院
長
と
し
て
司

法
権
の
独
立
を
護
っ
た
こ
と

で
有
名
な
児
島
惟
謙
が
、
本

校
の
名
誉
校
員
と
し
て
創
立

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
監
督

的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。

七
月
末
日
ま
で
は
、
次
女

愛
子
が
嫁
ぐ
と
き
、「
こ
れ
か

ら
あ
と
は
相
談
ご
と
が
あ
れ

ば
、
こ
の
懐
剣
に
す
る
よ
う

に
」
と
い
っ
て
手
渡
し
た
懐

剣
と
書
簡
を
展
示
し
て
い

る
。
そ
の
書
簡
末
尾
で
は
、

「
お
愛
さ
ん
、
お
て
ん
婆
を

す
る
な
よ
」
と
語
り
か
け
て

い
る
。
子
息
た
ち
か
ら
、「
こ

の
世
に
叱
り
に
生
れ
て
き
た

み
た
い
だ
」
と
い
わ
れ
た
厳

父
の
別
の
一
面
が
垣
間
見
ら

れ
る
。

初
公
開
の
書
簡
、
写
真
を

含
む
三
十
点
を
展
示
し
て
い

る
が
、
児
島
惟
謙
と
関
西
大

学
の
深
い
縁
（
え
に
し
）
を

再
考
す
る
絶
好
の
機
会
と
し

た
い
。

（
年
史
編
纂
室
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
五
月

二
十
五
日
（
日
）
に
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
祭
を
開
催
す
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
本
学

の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

卒
業
生
や
地
域
住
民
な
ど
に
参

加
し
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、

毎
年
四
千
人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
盛
況
で
あ
る
。

十
回
目
を
迎
え
る
キ
ャ
ン
パ

ス
祭
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
年
々
彩
祭
〜
１０
ｔ
ｈ
〜
」
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
と
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
、
そ
し
て
高
槻

市
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う

に
、
学
生
の
個

性
あ
ふ
れ
る
催

し
で
、
祭
り
を

彩
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い

を
込
め
、「
年
々

歳
々
」
と
い
う

四
字
熟
語
に

「
年
々
彩
祭
」

と
い
う
字
を
あ

て
、
二
〇
〇
八
年
の
テ
ー
マ
と

し
た
。

今
年
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
企
画
と
し
て
、
入
試
相

談
、
ス
タ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
や
体

育
施
設
の
開
放
、
ま
た
、
ス
テ

ー
ジ
企
画
や
応
援
団
の
迫
力
あ

る
演
舞
・
演
奏
、
研
究
発
表
、

模
擬
店
、
毎
年
大
人
気
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
と
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
準
備

し
て
い
る
。
当
日
は
、
総
合
情

報
学
部
の
特
色
を
活
か
し
た
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
の
雰
囲
気
を

存
分
に
感
じ
、
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

○
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

竹
内

理
著

『「
達
人
」
の
英
語
学
習
法
―
デ

ー
タ
が
語
る
効
果
的
な
外
国
語

習
得
法
と
は
』

（
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

・
草
思
社
・
定
価
千
五
百
七
十

五
円
�
税
込
�
）

○
ラ
モ
ン
・
ゴ
メ
ス
・
デ
・
ラ

・
セ
ル
ナ
著

外
国
語
教
育
研

究
機
構
教
授

平
田

渡
訳

『
乳
房
抄
』

（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二

千
九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授
橋
本
征
治
著

『
ム
ラ
と
マ
チ
の
時
空

―
社

会
と
暮
ら
し
の
地
理
―
』

（
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
六

千
三
百
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授
松
浦
章
編
著

『
安
政
二
・
三
年
漂
流
小
唐
船

資
料
』

（
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
五

千
二
百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

佐
野

匡
男
著

『
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
未
来
の

記
憶

改
訂
版
』

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
・
サ

テ
マ
ガ
・
ビ
ー
・
ア
イ
・
定
価
千

五
百
円
�
税
込
�
）

�児島惟謙の肖像、�児島家の人び
と（前列左端次女愛子、２人目妻重
子）、�第１回惟謙祭（昭和２８年、前
列右から３人目岩崎卯一学長、左端
次女愛子）

●
北
陽
高
校
入
学
式
を
挙
行

満
開
の
桜
の
も
と
、
四
月
六

日
、
新
た
に
関
西
大
学
の
併
設

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
関
西

大
学
北
陽
高
等
学
校
の
入
学
式

が
同
校
体
育
館
に
て
挙
行
さ

れ
、
総
勢
四
百
九
十
二
人
（
男

子
三
百
五
十
四
人
・
女
子
百
三

十
八
人
）
の
新
入
生
を
迎
え

た
。当

日
は
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、

河
田
悌
一
学
長
は
じ
め
多
数
の

大
学
関
係
者
を
迎
え
、
栄
え
あ

る
関
大
北
陽
第
一
期
生
の
誕
生

に
ふ
さ
わ
し
い
入
学
式
と
な
っ

た
。

（
北
陽
事
務
室
）

●
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
、

が
数
検
、
漢
検
で
受
賞

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・

中
学
校
が
、三
月
二
日
、
財
団
法

人
日
本
数
学
検
定
協
会
か
ら
、

「
数
検
」
グ
ラ
ン
プ
リ
金
賞
（
中

高
一
貫
校
部
門
）を
受
賞
し
、
二

年
連
続
四
回
目
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。ま
た
、第
一
中
学
校

は
、
三
月
二
十
八
日
、
財
団
法

人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
か

ら
、
最
優
秀
団
体
に
贈
呈
さ
れ

る
平
成
十
九
年
度
「
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
」を
受
賞
。前
年
に

引
き
続
き
、
二
度
目
の
受
賞
と

な
っ
た
。
（
高
中
幼
事
務
室
）

○
社
団
法
人
大
阪
銀
行
協
会

◆
「
大
銀
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
特

別
賞

商
学
部
教
授

�
屋

定
美

経
済
学
部
准
教
授

中
川

竜
一

（
平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日
）

○
社
団
法
人
日
本
金
属
学
会

◆
日
本
金
属
学
会
優
秀
ポ
ス
タ

ー
賞

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
一

松
永

亮
一

（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日
）

可
能
性
を
広
げ
る

講
座
の
活
用
を

現
在
、
開
講
中
の
司
法
講
座

「
基
礎
コ
ー
ス
」、
司
法
書
士
対

策
講
座
、
弁
理
士
講
座
は
、
途

中
か
ら
の
受
講
も
可
能
な
の

で
、
希
望
者
は
事
務
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
六
月
三
日
（
火
）
か

ら
開
講
す
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対

策
講
座
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
出
版
・
広
告
、
放
送

の
三
つ
の
業
界
別
ク
ラ
ス
で
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
九
月
か
ら
開
講
す

る
社
会
保
険
労
務
士
講
座
、
十

一
月
か
ら
開
講
す
る
公
認
会
計

士
入
門
講
座
、
十
二
月
か
ら
開

講
す
る
税
理
士
講
座
に
つ
い
て

は
、
六
月
十
八
日
（
水
）
十
二

時
十
分
か
ら
申
込
受
付
を
開
始

し
ま
す
。
詳
細
は
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
事
務
室
ま
で
。

電
話
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２

１
（
受
付

十
時
三
十
分
〜
二

十
一
時
）

テーマ：「阪神大震災と部落差別～１３年を振り返って」
講 師：老人保健施設職員 芦原地区自治会連合・理事

部落解放同盟全国連合会・芦原支部書記長
寺下 眞治 氏

時 間：１３時００分～１４時３０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎１号館 千里ホールＡ

テーマ：報道と人権
講 師：放送大学大学院 情報文化プログラム文化情報科学群

教授 柏倉 康夫 氏
時 間：１０時４０分～１２時１０分
場 所：高槻キャンパス 図書・教室棟 ＴＢ３０１教室

テーマ：「命の線引き」の拒否と薬害肝炎患者救済のゆくえ
講 師：薬害肝炎訴訟 大阪原告代表 桑田 智子 氏

弁護士 加藤 高志 氏
時 間：１３時００分～１６時１０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎１号館 千里ホール

高槻キャンパス 大学院棟 ＴＤ１０６教室（映像中継）

５／２０
（火）
３時限

５／２３
（金）
２時限

５／３０
（金）
３・４時限

優優
れれ
たた
企企
画画
にに
奨奨
励励
金金

実
績
評
価

の
部
門
も

文
化
・
学
術
活
動
を
支
援

年々彩祭
～10th～５月２５日 テーマは

多
彩
な
ゲ
ス
ト
講
師
招
き

春
の
人
権
啓
発
行
事

海
外
８
大
学
で

夏
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー

５５月月２２７７日日まま
でで

受受付付中中

年
史
資
料

展
示
室

正正
義義
をを
権権
力力
よよ
りり
護護
れれ

児児
島島
惟惟
謙謙
歿歿
後後
百百
年年
記記
念念
展展
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この選手に注目！
第３１回�

試合日程
前哨戦（５月16日以降のみ）

打撃の要、経験豊かな捕手、
そして主将でもある田辺真悟
（商４）。野球に対して、まじ
めで熱い男は、部員とのコミ
ュニケーションを重視し、チ
ームの雰囲気作りを大切にし
てきた。今、チームはひとつ
にまとまり、一丸となって勝
利をめざす。ライバル関学と
の一戦を見逃すな。

（経済学部４年次生　主務　影山　悠太）

ＤＦ・大屋翼（文４）
の魅力は、相手を翻弄す
るボールさばき。学生選
抜日本代表に選ばれるテ
クニックは一級だ。総勢
150人を超えるサッカー
部を率いる、自由闊達、
好奇心旺盛でやんちゃな
キャプテン。関関戦では、
スタンドを関大生で埋め
尽くし、盛り上がるぞ！

（社会学部４年次生　主務　東　剛史）

６月19日（木）15：00～17：00
千里山キャンパス
中央グラウンド

「ぶふぉー」鼻息響く高
槻キャンパスの馬場。中谷
彩夏（商４）ただ一人が乗
りこなせるドイツ生まれの
バーデンバーデンは、元気
いっぱいのいたずら小僧
だ。全日本学生タイトルを
奪取した中谷・バーデンの
妙技を観戦するチャンスで
ある。ぜひ、高槻キャンパ
ス馬場へ。
（総合情報学部４年次生　主務　斉藤正一郎）

５月18日（日）9：00～10：30
高槻キャンパス　馬場

チームまとめる
熱い主将・田辺

常に止まらない
フットワークで、
次々とパスを回し、

ゴールぎりぎりを狙って鋭いシュートを決める。
個人のスキルもさることながら、息のあったチー
ムプレーは絶妙。１年次生の５人娘、田中寛子
（商１＝後列左）、白井綾（政策１＝後列中央）、土井
茉倒（文１＝後列右）、土山敦美（政策１＝前列左）、
上山史織（社１＝前列右）の活躍にぜひ声援を。

（文学部４年次生　主務　三宅　晶子）

関西大学千里山キャンパスなどで、６月19日から３日間

k空中テニスコート
第４学舎３号館屋上に設
置。人工芝と砂を合わせ
たオムニコートが４面。
観客席は155人収容。

kアイスアリーナ
大学として日本初となる
国際競技規格の通年型ア
イススケートリンク。観
客席は518人収容。

k馬場
60m四方の規模を有し、
砂塵対策用の散水設備を
設置するとともに、各種
競技にも対応可能な施設。

充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

kアーチェリー場（養心館）
養心館の屋上に設置。高
さ10mの防矢ネットを
備えた射程最長70mの
アーチェリー場。

k射撃場（養心館）
50ｍのスモールボア
（実弾）ライフル用射座
４座、10ｍのエアライ
フル用10座を備える。

k屋内グラウンド
１階から４階までを吹き
抜けに、全面人工芝を敷
設した広さ1,387㎡の
屋内グラウンド。

６月21日（土）10：00～15：00
千里山キャンパス
中央体育館　メインアリーナ

６月19日（木）13：00～16：00
千里山キャンパス
北グラウンド

５月18日…馬術、アメリカンフットボール
５月24日…陸上競技
５月25日…重量挙
５月31日・６月１日…弓道
６月７日…ソフトテニス
６月７日・８日…ヨット
６月12日…ゴルフ
６月15日…ラグビー

第１日 ６月19日（木）

第２日 ６月20日（金）

第３日 ６月21日（土）

「全日本学生」優勝の妙技
中谷・バーデン組

射撃のポイントはいかに体と銃口のゆれ
を最小にするか。10ｍ先の標的、0.5ｍｍの中
心を狙って、１時間15分の間に40回繰り返
す装填と射撃。要求されるのは正確さとミス
に引きずられないタフな精神。それぞれがタ
イトルを持つ、石川令奈（文２＝左）、高山恵
理子（政策２＝中央）、井浦美鈴（文２＝右）
で挑む関関戦、専用射撃場での応援を請う。
（社会学部３年次生　副務　福岡　直也）

タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー

石
川
、高
山
、井
浦
が
並
ぶ

スピード感溢れる攻撃！�
激しい当たり！�
ぜひ体感してください。�

スピード感溢れる攻撃！�
激しい当たり！�
ぜひ体感してください。�

学生選抜日本代表・大屋のテクニック

６月21日（土）9：00～16：00
千里山キャンパス
養心館　射撃場

昭和53年以来、関西大学と関西学院大学
の両大学が、全クラブを統一して同じ日程、
同じ場所で熱い戦いを繰り広げる伝統の「総
合関関戦」。今年もぜひ「関関戦」で熱くなっ
てほしい。

止まらない！
１年次生５人娘。
田中、白井、土井、
土山、上山

開会式
硬式野球、サッカー、少林寺拳法、卓球、
バスケットボール、バレーボール

アイスホッケー、テニス、ラクロス

アーチェリー、合気道、空手道、器械体操、
剣道、拳法、古武道、射撃、準硬式野球、
相撲、漕艇、なぎなた、ハンドボール、
フェンシング、陸上ホッケー、レスリング
閉会式

野　球　部 サッカー部

射　撃　部

馬　術　部

ハンドボール
女子部

本格的な夏を前に、千里山に熱
い風が吹き荒れる！　昨年は

麻疹（はしか）の流行のため、惜し
まれつつも中止となった総合関関
戦。第31回を迎える今大会は、ホ
ーム関大で、関学を迎え撃つ。
関関戦は、普段スポーツを観戦す

る機会がない人でも、十分に楽しめ
る一戦だ。「打倒関学」という熱い
思いを掲げる選手たちは、毎年スコ
ア以上の熱戦を繰り広げてくれる。
“関西大学”という名を背負い、力の
限り戦う姿は、人びとを感動の渦へ
と巻き込むに違いない。
野球、サッカー、バスケットボール……。さまざ

まな競技が関学とぶつかり合うが、その中でも、今
回私が観戦にオススメするのはアイスホッケーだ。
「氷上の格闘技」と呼ばれるアイスホッケーは、ス
ピード感溢れる攻撃と、激しい当たりが魅力のスポ
ーツ。普段、あまり目にすることはないスポーツだ
が、これを機に、関大が誇る高槻キャンパスアイス
アリーナに乗り込んでみてはいかがだろうか。
関大生である限り、関関戦という一大イベントを

見逃してはならない。みんなの声援で関大の勝利を
後押ししてもらいたい。

関スポ編集長に聞
く！�関スポ編集長に聞
く！�

関関戦のみどころ�

通算成績15勝14敗

関大が一歩リード

（写真提供：関大スポーツ編集局）

社会学部
３年次生
山本真由美

６月20日（金）
17：00～19：30

高槻キャンパス　アイスアリーナ

アイスホッケー部

平成２０年（２００８年）５月１６日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は６月１３日発行の予定です
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世
の
中
の
社
会
関
係
に

は
、
協
力
的
な
も
の
も
あ
れ

ば
競
争
的
な
も
の
も
あ
る
。

本
号
で
伝
え
て
い
る
関
関
戦

の
よ
う
に
、
伝
統
あ
る
対
抗

戦
を
競
う
の
も
競
争
的
関
係

の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
伝

統
は
、
競
争
的
関
係
に
多
大

の
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
価
値
と
は
何

な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

競
争
を
行
う
こ
と
が
当
事
者

の
技
能
と
精
神
を
高
め
る
か

ら
で
は
な
い
か
。
競
争
は
、

単
に
勝
者
と
敗
者
を
作
り
出

す
だ
け
で
は
な
い
。
全
力
を

つ
く
し
た
が
負
け
た
と
い
う

場
合
に
も
限
界
の
自
覚
、
再

戦
へ
の
意
欲
な
ど
を
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
全
力

を
つ
く
し
て
勝
利
し
た
時
に

は
、
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
、
そ
の
間
の
労
苦
が
万
事

に
応
用
で
き
る
強
み
と
し
て

残
る
で
あ
ろ
う
。
今
年
の
良

き
対
抗
戦
成
果
を
期
待
し
た

い
。

（
廣
田

俊
郎
）

�編集後記�

�
田

栄
司
（
よ
し
だ
・
え

い
じ
）
教
授

専
攻
は
憲
法
学
。
本
学
法

学
研
究
所
長
。
主
に
ド
イ
ツ

を
比
較
対
象
と
し
国
会
・
内

閣
・
裁
判
所
・
国
民
の
法
関
係

に
つ
い
て
研
究
。近
時
、憲
法

学
的
に「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」概

念
に
着
目
。論
文「
帝
国
議
会

議
員
と
し
て
の
児
島
惟
謙
」

（
法
学
研
究
叢
書
）も
あ
る
。
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